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中国地方下部石炭系の微化石層序学的研究

沖　　村　　雄　　二
　　（昭和40年10月31日受理），

Microbiostratigraphical　Studies　on　the　Foraminiferal

Faunas　of　the　Lower　Carboniferous　Formations　of

　　　　　　　　the　ch血goku　Region，　southwest　Japan

By

Yuji　OKIMURA
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ABsTRAcT：　In　the　present　paper，　the　Carboniferous　of　the　ChOgoku　region，　Southwest　Japan，

especially　in　the　Atetsu，　Taishaku　and　Akiyoshi　limestone　areas，　are　microbiostratigraphically　stud－

ied　regarding　to　the　foraminiferal　zories　of　them．　These　limestones　are　litholqgicaUy　and　biostrati－

graphically　subdivided　into　two　parts　of　the　lower　ahd　the　upper．、The　lower　consists　mainly　of

well　bedded　limestone　with　schalstein　and　chert，　and　contains　a　lot　of　such‘‘smaller　Foraminifera’，

as　endothyrids，　palaeotextularids，　archaediscids，　tuberitinids，　tetrataxids，　etc．　wh量ch　take　60－90％

of　all　foraminiferal　specimens　recognized　in　thin　sections．　The　upper　part　conSists　of　the　unstrati一

丑ed　limestone　overly1ng　disconfbrmably　the】ower，　and　is　characterized　with　the　primitive　fUsulina－

ceans　as　2協〃ere〃αspP．，　EostaLffe〃a　ikensis，　Ozawaine〃a　sp・，　Psettdoendot彦yTa　spP・，　and　Pseμdostaffe”α

antigtta。

　　Thus　the　lower　facies　of　smaller　Foraminifera　and　the　upper‘one　of　primitive　fusulinids　are　dis－

criminated，　and　it　is　plain　enough　that　the　fbrmer　indicates　the鉛unal　chafacters　of　the　Vis6an

and　the　latter　that　of　the　Bashkirian　to　Mcscovian　in　age．

　　On　the　basis　of　the　faunal　characters　and　the　most　rich　spi：cies　of　Foraminifera，　the　strata　of　the

lower　facies　are　subdivided　into　three　zones　and　also　those　of　the　upper　can　be　seParable　into　fbur

zones　in　desccnding　order　as　fbllows：
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Fusuline〃a・imamurai－F．∂i‘onica（Fusuline〃a－F蜘’伽）zone

Pr｛）fusuline麗αtorilamai－P・bePPensis　zone

Pseudostaffella　antigua　zone

EθstaLfftUa　spボA－Miilereila　sp・Azone

　　　　　　　　　Disconf（）rmity

Medio‘アis　sp．　A一ルf．　Medio‘ris　zone

Endostaffella　delicata　zone

En　

doth“ra　sp・Azone

　　The　correlation　among　these　zones　of　the　Atetsu，　Taishaku　and　Akiyoshi　districts　and　their　geo－

10gic　ages　are　tentatively　shown　on　the　Table　2．

　　The　zonal　species　of　the　lowest　zone，　Endoth］ra　sp．　A　is　similar　to　E．‘ara　ScHLYKovA　from　the

oka　substage　of　the　eastern　Jugoslavia・

　　The　foraminiferal飴una　of　the　Eπ40吻∬e〃a　del’ca’a　zone　is　composed　of　such　endothyroids　as

Endo’hlra　oMψhalOta　samaアi‘a　RAusER－CHERNoussovA，　E・siMilis　RAusER－C1犯RNoussovA，1臥

μ‘ゴ∫ψ∫磁RAusER－C！・ERN・uss・vA，　E・masanae（OK・MuRA），　End・∬ψ”a　de”‘4’αR・s・vsKAYA・

Medio〃’∫∂アevis‘uta（G4NELINA），　Pa’α‘o’6κ’u’aria〃α’8αアゴ5（REITLINGER），　P・‘onsobrina　LIPINA　and

some　others，　and　it　is　referable　to　the　Middle　Vis6an　in　age．

　　The　characteristic　faunal　elements　of　the　Foraminifera　listcd　bclow　arc　common　to　both　of　the

lower　subzone　of　the　Medio‘7f∫摺〃’o〃f∫zone　of　Akiyoshi　and　the　Onimaru　fbrmation，　the　latter　of
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which　is　thc　typc　of　thc　upper　Lower　Carboniferous　of　Japan；Endo’妙ranopsis海ア05‘ゴOK：MuRA，

且‘oηψκ∬4RAusER　and　RE：TLINo氾R，　E・spPりM‘dio‘risη置ρ4fo‘アξ5（V：ssAR：oNovA），　Endos’ψ〃a

paTva（M6LLER），　P4’a’o’ρκ’〃47f4　sppりand　primitivc　Clima‘ammi4a．　Thcy　arc　thc　important　spccics

of　thc　f（）raminifeial飴una　from　the　lowcr　Scrpukhova　substagc（Uppcr　Visean）of　USSR．

　Omhc　othcr　hand，　thc　foraminifcral　assemb！agc　from　the　lowcr　part　of　thc　Nagaiwa　formmtion

listcd　bclow　closc：y　rcscmblcs　that　from　thc　Eo∫’ψ〃a　sp．　A－Mi〃〃‘〃4　sp．　A－zonc　and　thc

P5舳5畷ごlla・ant卿z。“c・f　thc　Ch血9・ku　regi・n；E。ε畷ε㍑a・ike繍V・ssAR・。N・vム，α・bivalvu！i躍α

sp】p．，1瞭〃〃e〃4　spり1⊃’απo‘ndo’hira　spp，　Oζawain‘〃αcf．4μア074　Sc11LYKovA，　Clima‘aMMina己zπ”9ロ4

（BRADY）and　a　fcw　othcrs．

　Conscqucntly　thc　upPcr　part　of　thc　M‘dio〃5∫7π‘d’o‘ris　zone　may　bc　rcfヒrablc　to　thc　hiatus　bc．

twecn　the　Onimaruan　and　the　Nagaiwan　in　agc，　and　also　to　thc　uppcrmo6t　Lowcr　Carboni色rous，

Namurian　Protova　horizon　of　USSR．

　Thc　writer　would　likc　to　proposc　thc　ncw　stagc　namc　of　Ohkuboan　fbr　thc　uppcr　par愈of　thc

Medio‘7f∫medio‘7’5　zonc　in　the　Chagoku　rcgion．
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1　ま　え　が　き

　中国地方の石灰岩台地地域には，はやくから下部石炭系（Visean）とされた地層がある。

秋吉台のLonsdaleia帯（Ci層，小沢，1923，1925），大賀台の日南石灰燐（小沢，1925；

赤木，1930），帝釈台のNagatoPhy〃ZCIII・Staffe〃a帯（藤本，1944）がそれである。しかし

ながら，時代論のおもな基礎となった珊瑚化石群について湊（1949－1955）は詳しい再検肘

を加え，それらを含む地層を上部石炭系であろうとした。以来，中国地方の石灰岩台地に，

はたして下部石炭系が分布するかどうかということが論随されはじめ，むしろ分布を否定し

ようとする見解が支配的になってきた。この地方の石灰岩台地に下部石炭系があるかないか

は，たんに石灰岩層群の堆積のはじまりの時期に関係するだけでなく，それよりも下位にあ

るとされている三郡変成岩系の時代論，さらに本邦の石炭系の対比論と上・下部石炭系の境

界の問題など地史学上の重要な問題である。

　箪者（1958）は阿哲石灰岩の最下部と考えられる光遠層群名越層のEndothyridsを研究

して，同層内に5化石帯をみとめ，北米のCordillera地域のMississipPian　endothyrids

（Z肌LER，1957）の主要種の産出1順序との比較検討から，珊瑚化石にもとつく時代論との闘
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にくいちがいがあることに疑問を残しながらも，この名越層にVisean（鬼丸統）のみなら

ず先鬼丸世の地層までも含まれる可能性のあることを論じた。さらに秋吉石灰岩について，

鳥山（1957）のPrOfttsulinelta　beppensis帯以下の地層について有孔虫化石にもとつく詳し

い分帯をおこなって，これを阿哲の名越層およびその上位の小谷贋下部のものと比較し，さ

きに発表した名越層の時代はその化石帯とともに若干の修正を要しやや新期のものとなる可

能性はあるが，秋吉と阿哲の両者にVisean相当層の発達することは否定できないことをの

べた。

　最近までの本邦の下部石炭系の対比論は，微化石層序学的な面からの研究がほとんどおこ

なわれていない。しかし小型有孔虫類の研究が著しく進歩した現在では，かつて鬼丸層の時

代論にMillerella　sp．（YABE，1949），　Saccammin　oPs　is　fzesitlin　afo　rm∫is　tM℃oY）（YABE，1942）

の産出が大きな意義をもったように，本邦のVisean・Namurian・Bashkirian相当層の分帯

と対比にしめる有孔虫化石群の重要性をみのがすことはできない。矢部があらためて指摘し

た鬼丸・秋吉両珊瑚化石群の構成要素と分布地域の相違のもつ意味に関連しても，石炭系の

今後の研究には小型有孔虫類を含めた化石群の検討が是非とも必要であろうと考えられる。

　以上の観点から，筆者は中国地方の石灰岩層群，ことに阿哲石灰岩の光遠層群，帝釈石灰

岩の帝釈川層群，秋吉石灰岩のPre－Moscovian相当層について詳しい微化石層序学的研究

をっづけてきた。また本邦のVisean・Bashkirianの標式地とされている南部北上山地の鬼

丸・長岩両層，および鬼丸層よりもやや若い可能性もあるとされている九州球磨山地柿迫層

などの有孔虫化石群についても，中国地方のものと比較検討をおこなった。その結果，中国

地方の主要石灰岩台地について，Pre・Moscovian層の有孔虫化石帯による詳しい対比をお

こなうことができ，それらの時代がViseaRまでさかのぼることを明らかにするとともに，

本邦の上・下部石炭系の境界問題に関しても新知見をうることができた．ここにそれらの成

果を発表し諸賢の御批判を仰ぎたいとおもう次第である1）。

　謝辞：この研究にあたり終始御指導と御鞭鍵をいただき，本稿の校閲をもかたじけのうし

た広島大学の今村外治名誉教授に深甚の謝意を表する。広島大学梅垣嘉治教授・小島丈児教

授からは懇切な御指導をたまわりヂ長谷晃教授から数多くの御教示と激励をたまわった。ま

た多井義郎助教授・佐田公好博士からは有益な御意見をいただいた。これらの方々，ならび

にっねに批判と援助を与えて下さった広島大学理学部地質学鉱物学教室のその他の職員の方

々にも心から感謝する。秋宵台の調査にあたっては，九州大学鳥山隆三教授，秋吉台自然科

学博物館太田正道氏，秋吉台青少年宿泊訓練所猶野計一・氏，東北大学村田正文博士に，北上

山地鬼丸・長岩屑の調査については東北大学小貫義男教授，岩手県理科教育センタ・一’山田弥

太郎氏に助言ないし援助をいただいた、九州大学勘米良亀令助教授からは熊本県柿迫層の調

査にさいして助言を戴くとともに，英国下部石炭系の資料を検討する機会を与えられた。各

1）この報文では，種群（Species　group））｝t位で有孔虫化石群の特挫を把握することにし，種の単位での

　検討まではあまりおこなわなかった。それは，とり扱った資料のすべてが薄片によるもので，摘出

　された個体ではないからであって，多くの古生代小型有糺虫では同一一一種であっても切断方向によ

　ってどのような変った形懇をとるか解明されていないのであるeただし，Endothyrids，　Pa！aeotex・

　tularids，　Archaediscids，　Tuberitinidsなど，断面による形態進化の詳細な研究がすすめられたもの

　もあり，それらについてはできるだけ種単位での検討をおこなうようにした。
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位に深謝する次第である。なおこの研究には文部省科学研究費を調査費の一部に使用したこ

とを銘記して感謝する。

FiG。1　1ndex　map　showing　the　locations　discusscd　in　this　papcr

1。Onimaru，　Kitakami　Massif　　2．　Omi　Limcstonc

3．Fukuj　i，　Hida　Massif　　　　　4．　Atctsu　Limcstone

5．Oga　and　Nakamura　Limcstone　6．　Taishaku　Limestonc

7．Akiyoshi　Limcstonc　　　　　　　8．　Kakisako

11　中国地方の主要石灰岩台地における石炭系の有孔虫化石帯

　　　　　　　　　　A．中国地方の石炭系に関する研究史の概要

　中国地方における石炭系の代表的発達地は，吉備高原すなわち岡山県西部から広島県東部

にかけての地域に断続して発逮する阿哲・大賀。中村・帝釈の各石灰燐台地と，山口県

中・西部の秋吉・半田の各石灰岩台地にある。このほか太田層群のように石灰岩台地周辺の

非石灰質古生層中に，化石によって時代の確認された下部石炭系が若干知られている。これ

らはいずれも地帯構造論上・小ilb（1953）の中央非変成帯に位置する。布灰腸地域の揚合も，

その周辺の非変成・非石灰質岩相の古坐層地域の揚合も，その主体をしめるものは二畳系で

あって，石炭系の広域にわたるあるいは原層の発逮はしられていない。

　吉備高原地域も山口県中・西部地域も，ともに西南日本内帯における中・古生代層序論な

らびに本邦造構史の研究の要地であり，今日まで多くの研究がすすめられてきた。小沢

（1923）が本邦ではじめて紡錘虫と珊瑚化石による二畳・石炭系の分帯を試みて以来，1940

年代までに矢部・馬淵（1934），小林・堀越（1937），小林（1938a，　b，1941，1950），塑月
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（1938），張（1939），杉山（1939），半沢（1941，1944），藤本（1944）らの諸研究がある。

1950年以降，阿哲地域については佐田（1960），野上（1962），大賀およびその周辺地域につ

いては中野（1952），吉村（1961），帝釈地域については横山　（1957，1959），秋吉地域につ

いては鳥山（1954，1957，1959），湊・加藤　（1957，1963），長谷川　（1958，1963），河野

（1960，1961），村田（1961），山際・太田（1962），柳田（1962），河野・高橋（1963）らに

よって詳細な化石層序学的研究が発表されている。

　はじめて中国地方において下部石炭系とされた地層は，小沢（1923，1925）による秋吉石

灰岩の最下部のC1層，すなわちLonsdaleia帯で，この化石帯はさらに下部のCl＝Nagato－

Phy〃um　satoi亜帯と上部のCl　±　Lensdaleiaガoγ〃b7〃zゴs亜帯に2分され，その時代は

Viseanとされている。さらに小沢（1925），赤木（1930）が大賀台の日南石灰岩からLon・

s4σZθ毎ガo疹b7〃廊，　NagatoPhylltem　satoiなどの産出することを報告し，藤本（1944）が帝

釈石灰岩の最下部としてNagatoPhyllttm・S’励11α帯を識別し，　これらはいずれも秋吉の

C1層に対比してViseanのものとされた。しかしながら，湊（1949～1955）が珊瑚化石群

の再検討にもとづき，上述の時代論に対して異なる見解を発表して以来，1960年頃までにな

された研究の多くはそれにしたがい，いずれも前記層準の地層が下部石炭系であるとするこ

とを疑問としまた否定するものであった。これらは湊（1960）により本邦の上・下部石炭系

の境界問題に関連して総括されている。

　すでにのべたように，箪者（1958，1963）は阿哲の光遠層群名越層の化石層序区分をおこ

なって，これが下部石炭系であることを論じ，秋吉石灰岩層群最下部にも名越層相当層があ

ることを知った。秋吉石灰岩層群については，鳥山（1957）のMillerella　sp．α帯の下部，

すなわち，小沢のNagatoPhyllum　satoi亜帯に初期の紡錘虫類のともなわれないことが指摘

され（長谷川，1958），また村田（1961）も秋吉の最下位の化石帯としてEndothyra帯を

設定して，箪者の阿哲における化石帯との比較からこれをVisean下部に対比している。大

賀地域においても，Millere〃a帯の下位にEndothyridsの産出で特徴づけられる地層のあ

ることが吉村（1961）によって報告されている。

　一方，最近にいたり長谷川（1963），湊・加藤（1963）等は秋吉の小沢によるLonsdaleia

帯（＝湊・加藤の“ClisaxoPhyllum　awa”帯）の下位に，下記の珊瑚・腕足類・二枚貝・

蘇虫類などからなる化石群で特徴づけられるPleurodictyttm　dechenianum帯をあらたに設

定し，これを最下部Namurianに対比した。　Plenrodictyttm　dechenianum　KAYsER，　Cya・

th　axonia　sp．，　Fenestellαsp．，　Sch　

2eckertella　sp．　a，　S．　sp．　b，　Chonetes　sp．，　Waagenoconchα

sp．，　Neophricodothyris　？　sp．，　Nebenothyris　h　asegawai　MINATo　and　KATo，　Pterinopecte｝t　？

sp・

　この見解は加藤・中村・長谷川・湊（1964）により，第5回国際石炭系会議において報告

され，本邦の“Younger　Carboniferous”の対比として示され，火山活動の性格とその時

期の比較からみても中国地方の石灰岩台地にはVisean相当屑はないと考えるのが妥当であ

るとされている。しかし同じ秋吉のPleitrodictyum　decheniamtm化石群の産出する層準か

ら，柳田・太田（1964）はCyathaxo7tia，　Nα9αtophyllu7n，　Werria，　Eomarginifera，　Clisio一

phyllttm，　Lonsdαleoides，　Zαphrentoides，　Syγi7・tgothyris，　LePtagoniα，　SPiriferなどを主とす

る化石群を報告し，それがUpPer　Tournaisian・Lower　Viseanを示すものとして湊・加藤
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らの見解に疑義をしめしている．

　帝釈地方ではMillereila帯が最下部におかれ，藤本のNagGtePliYllU｝｝ε・StaLffella帯はそ

れと移化する関係にあるとされており，現在のところViseanの存在に疑問がもたれたまま

である（横山，1957；Carboniferous　Research　Subcommittee，1960）。　また阿哲のAtet－

suella　iiieandera帯1こ上部石炭紀型のPrOfusuline〃aがともない（佐囚，1961），“Endo－

thyra　spiroides”帯の珊瑚化石群が上部石炭系下部の可能性の強いこと（山際，1962）も報

告されてきた。

　このように中国地方の石灰岩層群のうちで，化石帯区分に関連してMoscovianについて

は研究者の間でほぼ意兄が一致しているのに朗して，Pre・Moscovianの分帯，対比，時代　‘

論に関してはかなり著しい見解の相迩があり，多くの槻題が残されている状態である。

　以下ζの論文ではまず阿哲・帝釈。秋吉の石炭系のイi孔虫化石帯について躁述する。つい

でこれら3地域のイ∫孔虫化石群に多少の相違はある1ζしても，その時代的変化はほぼ調和的

であることから，それらの資料にもとついて3地域賜相互の＊t’比を賦みる。さらに鬼丸・抽

迫両層のイ∫孔虫化石群を検討し，詳しい研究のすすめられてきたソビXトの有孔虫化石群と

の比較によって，本郷の上・下部石炭系の境界岡題にも言及する。

B．阿哲台の光遠綱群

　阿哲石灰澱台地における石炭系は，一般に輝緑凝灰岩。チi’　－1・。石灰岩の互層として発

逮する光遠層群で代衷される。これは上位の二畳系下部，すなわち佐伏層群とは不整合関係

にある。光巡層群は下部を名越層，上部を小谷層として2分される。

名越層は標式地のMA－KAルー1・で栖厚は約135m，　NNW走向をとり酉に傾斜する。

全体として石灰岩よりも輝緑凝灰岩が優勢の岩相であるが，最上部にちかくなるにしたがっ

て輝緑凝灰岩は少なくなり，チャー1・が互癌の形で爽在する。石灰岩は下部のものほど凝灰

質で全層をつうじて輝緑凝灰岩あるいはチャートと五層し層理は明瞭である。Fig・　3に示す

ように，岩相上名越層は下部（MAO7以下）の輝緑凝灰岩机中部（MAO8－MA11の間）

の輝緑凝灰岩・石灰岩の互層相，上部の集塊岩質凝灰岩層と石灰岩・チャート互綴からなる

相（一部輝緑凝灰岩爽在）の3区分がなされる。一方，小谷層は下部の石灰宕・チャート互

届（最下部の一部に輝緑凝灰岩爽在），上部の塊状石灰岩層の2分が可能である。より細部

にわたる岩相については各化石帯の項で記述する。

　有孔虫化石群（以下化石群という）は岩相層序とよく調和した牲性を示す。上述した名越

層下部では，イ∫孔虫類は個体数・種数ともひじょうに少ないが，申部では逆に多くなり，し

かも石灰岩の粒度構成が比較的淘汰良好で細粒であることを反映して小さいイi孔虫類に限ら

れ，Endothyridsi）が卓越する。上部でも右孔虫類は豊富に産lilするが，中部のそれにくら

べてやや大きい体殻のものが多く，かつ平旋回軸をもつ型のものが比較的多くなる。小谷層

下部の化石群は名越層上部のそれに似るが，新らしい要索がくわわることによって両者は明

1）RosovsκAYA（1962）はEndeth］raのtypc・speciesとしてE・　bradyi　MiKi｛A：Lov，　1939を辮定し，1963

　隼にはその立場でEndothyridaeと初期の紡錘虫類（Staffellinae，　Ozawaincilinae）を再検討した。

　簗者はその分類にしたがって研究をすすめ，すべての属種をあらためて検説した。
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瞭に区別される。小谷層上部では平旋回の長軸をもつ紡錘虫が圧倒的に多産する。

　産出種はTable　7およびFig．　3に表示したが，小谷層の基底を境にしてそれより下位で

はEndothyridsが優勢であり，上位では紡錘虫類が優勢である。しかし後述する帝釈・秋吉

における小型有孔虫類優勢の部分から紡錘虫類優勢の部分への急変にたいして，ここでの変

化はやや漸移的である。さらに詳しく化石群の構成種とその個体数を検討すると次の5層準

に著しい変化を示す境界がある。MAO9－M．　W．　S．間，集塊岩質岩層の基底，　MAO4－MAO3

の間，小谷屑の上・下部の境界（塊状石灰岩層の下底），および塊状石灰岩層の中部の各層

準。これらで境される各部分はそれぞれ特性のことなる化石群で代表され，おのおのにたい

して特徴的に多産する種名でもって上位のものから順に次のように呼ぷことにする。

1：舞繋雛灘騨1欄
4．E。staffe“邸A帯　」

　筆者が1958年に提案した分帯はEndothyridsだけを基準にとったものであるが，上記の

化石帯はその他の有孔虫類すべてを材料とし，種の頻度分布をも資料にして新たに設定した

ものである。以下，かつて命名した化石帯との関係（Table　1参照）や岩栢の記述をふくめ

て，設定した各化石帯の特性を下位のものから詳述する。

゜1．Endothyra　sp．　A帯

　はじめ“Plectogyra　communis”帯（沖村，1958）と呼んだものを，筆者（1963）が秋吉

石灰岩層群の最下部層の化石帯について報告したとき新たにこの化石帯名に変更した。本帯

の下部は輝緑凝灰岩層で不規則な形の石灰岩あるいは石灰質部をふくむのが特徴で，上部は

輝緑凝灰岩と凝灰質石灰岩の互層である。石灰岩は上・下部のものともにかなり粗粒であり，

基質のひじょうにせまい特異な岩質である。

　下に列記したような右孔虫類が産出するが，（属の単位で多産するものから列記した一以下

同様），これらのうちEiidothyra　sp．　Aおよびこれに類似するE．　sp．が圧倒的に多産す

る。帯化石種はE．　cara　ScHLyKovAに酷似するが，原紀載にHorizontal　axial　sectionが

示されていないため，一応E．sp．　Aとして報告する。生存期間の長いTi｛beritina　minima

は化石層序学的にはほとんど利用できないが，MAO8から産するPalaeotextutaria　sp．はひ

じょうに小さくて単純な形態をもち，下部石炭紀型（CUMMINGS，1958）であることは疑いな

い。　これらのほかはいずれも個体数が少なく，層準によっては検出されないものが大半で

ある。

Endothyγa　sp．　A，　E．　sp．，　E．　cf．　plectitla（ZELLER），　E．　pattciseptata　RAusER，　Tuberitina

　minima，　SuLErMANOV，　Palaeotextie　laria　cf♂vtelgaris（RErrLINGER），　P．　sp．，　Tetrataκis

　gigas　BRAHzNIKOVA，　Eotitberiti？ia　？sp．
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2．Endostaffella　delicata　IVt

　本帯は策者が先に“Plectogyra　Primaeva”帯として報告したものに相当するが，岩質に

強く制約されている可能性があることから1963年にはPsettdoe｝idothyra　spiroides帯に含め

られるものとした。岩相は輝緑凝灰岩優勢の石灰岩との互層である。石灰岩は下部ほど凝灰

質であるが，全体として細粒の灰褐色石灰岩で一部に著しくStylolite組織の発達するもの

がある。化石群のq’．y性も上記の岩相に調和しており，本帯は2亜帯に区分することが可能で

ある。しかし，この分帯は岩質によるごく局部的なものであるおそれがある。

2－a．　1レTediocris　breviSCiC　ta亜・l　iF

　Endothyridsが卓越して産出することは下位の化石帯と同様であるが，　Palaeotextu・

1aridsがほとんどみとめられないこと，　Endostaffe〃aの多産することおよび原始的紡錘虫

類のうち，とくに小さいMediocris　breviscula，　Eestaffella　versabilisの1藍出することが本

化石帯を特徴づけている。このようにきわめて小さい有孔虫の多いことは，本帯が細粒の岩

相であることと関係するであろう。化石群として，次のものがあげられる。

Eizdostaffe〃a　delicata　RosovsKAyA，　E．　paプびα（MOLLER），且sp．，　E，zdo吻γ〃10〃9∫吻tata

（OKIMuRA），　E．δz‘〃伽（WooDLAND），且cf．ρ1励〃a（Z肌ER），且masanae（OKIMuRA），

E．‘‘ρ飢‘cis¢μα¢α，’⑩KエMuRA），　Mediocris　bγω三scε‘！α（G八NELINA），丁駕beアitillα，1痂痂｝；α

SuLEessAasov，　Eosta∬cπαversabilis　ORLovA，　Palaeotexttdaria　sP．

2－b．　E｝zdothyra　masanae　1距イ跨

　上述したMediocris　breviSCttla　1IE帯と化石群はほぼ一致するが，　Eiidothyra　masanaeの

多産することが木亜帯のもっとも著しい特徴である。このほかに下位亜帯の化石群にくわえ

て，個体数は少ないがPalαeotexti‘laria　consobri｝ta　LwiNA，　Septaglo｝uosPirauclla？sp．が

検出された。

3．Mediocris　sp．　A帯

　Loc．　MAO3を除き“．Endotiiyra　spiroides”帯としていたものに相当する。下部は集塊

岩賀輝緑凝灰岩ないし含石灰岩礫輝緑凝灰岩層で，　右孔虫類の産出は少ない。　湊・中沢

（1957），山際（1962）らがClisioPhy〃zem　atva　atCtSUenSo珊瑚化石群を搬告したのはこの

部分からである。上部は石灰岩・チャート・輝緑凝灰岩の互層で上位のものほど石灰岩が優

勢で輝緑凝灰岩が少なくなる。

　本帯では，より下位の化石帯でひじょうに多かったEndothyridsが比較的少なくなり，

むしろMediocris，　Eostaffella，　Pse；‘dρe｝tdothyraの個体数が増加する。その中でも頻度分布

からするとMediecrisの産出が特質的である。　Palaeotextularidsの頻度もかなり著しいも

のがある。Msti2t　ia　？sp．の産出は本帯に限られ他の化石帯にはみとめていない。岩枳を反

映して化石群の構成要素は，下位のEndostaffella　delicata帯のものより一般に大型である。

化石群として次のものがあげられる。

Mε伽cris　sp．　A，　M搬ediocγis（V　rssARIoNovA＞，　M．　brevisctt　

la　〈G州EuNム），　M．　sp．，　Pα1αεo・

text〃la〆ゴごz”2‘lgaris（REITLINGER），　P．　consobrina　LIPINA，　P。　sp．，　Tttberiti，la〃zilzima
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SuLEIMANov，　Eos’励11αερ”’oides（ZELLER），・E・　sP．，　Psθ”doe”dothy「a　sPi「oides（ZELLER），

P．sp．，　Endothツra　giga〃tea（OKIMuRA），　E．　cf．勿2‘isitata　REITLINGER，　E．　sp．，跳’勿毎P

sp．，　Tetrαtaxis　sp．，　Bγadyina　？sp．，　Neotitbeγitina　sp．，　GlomosPiγa　？ 　sp．，　Cγibγostomt“n　？

sp”Endostaffellα　sp．

4．Eos’励〃a　sp．　A帯

　この化石帯はからて報告した“Endothyra　spiroides”帯の最上部と，“En　dotky　ra　sy7n・

lnetrica”帯を含めたものに相当する。本帯の下部はわずかに輝緑凝灰岩をはさむチャート・

石灰岩の互層であるが，上部では輝緑凝灰岩はまったくみられない。“Endothyra　symme・

trica”はRosovsKAYA（1964）によるとEo3’励〃αに変更されるべきものであるが，筆者が

同定していたものの中にはPse2tdeendothyraの特徴をもつものとEOS’励11αの特徴をもつ

ものがみとめられた。本帯の化石群は上述のMediocris　sp．　A帯のそれに類似の構成を示す

が，頻度分布において下記のような新らしい要素が多数をしめる。そしてMediocris，　Palaeo－

text〃1ariaの産出は著しく少なくなる。

　Eos’励〃a　sp．　A，　E．　sYM〃TetriCa（ZELLER），　E．　sp．，　EMdothyra　inuisitata　REITL！NGER，　E，

　MOSqtte2ZSiS　RErrLINGER，　E．　oMPha！Ota　？RAusER，　E．　sp．，　Psettdoendothyra　ex　gr．　spi・

　roides（ZELLER），　P．　ex　gr．　sYM7｝letriCa（ZELLER），　Millereila　sp．，　Pla，toendothyra　sp．，　Glo。

　Mospira　sp．，　A　steroarchaedisc2ts　sp・，　Globivalvulina？sp．，　Palaeotextttlaria　sp・，　Clim　a一

　αz7π〃3ゴ，2αPsp．

5．Pseπdosまα∬ellααη吻欝α帯

　この化石帯は標式地のMA－KAルートではまだ識別していないが，北方のNBルートで

は佐田（1964）によるProfUSteline〃a　toriyamai帯の特徴種をともなわない特異な化石群が

検出され，これを本帯を代表するものとする。KA16層準の“Atetsue〃a”〃zeandera帯と

したものは本帯には含めない。Eestaffe〃a・sp．　A帯の化石群に近似するが，長軸の紡錘虫で

ある」酷θ〃603’励〃a　antiqzea（DuTKEvrrcH），“Atetstte〃a”tmeandera　OKIMuRAが含まれ

ることが，下位のどの化石帯にもみられない本帯の特徴である。

6．　　ProfUSte　line〃a　toriYaMai・1　1｝

　“Atetsue〃a）’meandera帯としていたものの上部に相当する。　KA16およびNBO5両層

準から佐田（1961）が報告したProfttsuline〃a　toriYaMai　SADA，　P．　rhomboides（LEE　et

CHEN），　P．　cf．　wangyUi　SHENG，　P．　sp．，　Eoschtcberte〃a　sp．のほかに，次のような種がみと

あられる。

　‘‘Atetsue〃a　t，　meandera　OKIMuRA，“A，，．　i212alMtrai　OKIMURA，‘‘A’，．　sp．，　Endoth夕ra　sp．，

Ozαwainellα　sp”Eosta∬ella・ikε，lsis・？・VmssAR正oNovA，　T1‘beγ伽欄sp．

C．帝釈台の帝釈川層群

　帝釈石灰岩地域の石炭系は，帝釈以南の帝釈川沿いの地域を標式地として帝釈川層群と呼

ばれ（横山，1957），岩相層序上，輝緑凝灰岩・石灰岩よりなる下部の断魚漢層と，石灰岩だけ

からなる上部の永明寺層に2分された。横山は本層群を上部石炭系最下部に相当するMille・
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rella帯から中部のFzesulinella帯におよぷものとしている。1）他方，　Carboniferous　Re－

search　Subcommittee（1960）により赤木の見解として報告された為重層があるが，岩相お

よび産田化石からこれは断魚漢層に相当する同時異相とされている。しかし，為皿層の模式

地とされた帝釈石灰岩台地北束部の広島県來城lll∫字為重地域には，長谷（1964）がのべたよ

うにMillerella帯からさらに上位のFteszdi7zcua　；li｝まで発逮し，また筆者の調査によれば，

これらの石炭系を下部二畳系（Psettdoschwageriita帯）が顕著な傾斜不整合で被撹している

ことが明らかになった。したがってこの地域には断魚漢層だけでなく，ほぼ帝釈川層群全体

に枳当する石灰質堪｝層が発逮する。

　為重地域の石灰岩層は為重谷から一杯水にかけて分布し，岩相上，上・下に2分される。

輝緑岩質岩が下部層のみかけ上の下位にあるが両者の関係は不明である。上部のtc塊状石灰

岩層”をのぞき層理は明瞭で，WNW走向をとり北に傾斜する。下部層は層厚約150m，輝

緑凝灰岩と凝灰質石灰聚｝が数mm～数10cmの厚さでもって互層する部分と，礫質の凝灰質

石灰岩からなる部分があり，凝灰質石灰岩は粒度・分級淘汰および円磨度に関して側方変化

が激しい。粒度は細粒から粗粒のものまであり，一般に互層部で細粒を示し，淘汰・円晒度

はひじょうに悪いのが普通である。上部層は層厚約100m強で，その杢部は灰白色のcc塊状

石灰岩”からなるが，下部の大部分ではチャートと互層する。これらのすべてを被覆して山

頂部にのみほぼ水平に分布する下部二畳系の礫質石灰宕の分布からすると，石炭・二丑系が

顕著な傾斜不路合の関係で累重するところとしてきわめて重要な興味ある研究地域である。

　化石群の特性は上述した岩相層序と調和し，下部層ではEndothyridsが優勢で上部層で

は初期の紡錘虫類が卓越する。産出する宥孔虫類についてはTable　7およびFig．5に表示

したが，岩相上の境界が化石群の著しい変化を示す境界と一致している。特徴的に多産する

種によって上から順に次の化石帯を識別した。

4．Psettdostaffella　antiqua　ua

3．Millerella　sp．　A帯

2．Mediocris，mediocris’Wt

　1．Endostaffe〃a　delicata帯

　以下各化石帯の岩相および有孔虫化石群について灘述する。

1．Endostaffella　delicata；瀞

　全体として輝緑凝灰岩質石灰岩が卓越する。局部的な宕相変化がはげしく，長径数cm，

厚さ2cm以下の泥質岩片あるいは輝緑岩質揖の宕片をふくむ礫質石灰岩，凝灰質のLamina

の発逮する細粒石灰質岩が大部分をしめる。しかし化石群は相対的頻度の遊はあっても類似

したものである。本帯の化石群の内容は次のとおりで，」Eitdostaffellaの卓越する産出がも

っとも特質的である。

　Endostaffe〃a　delicata　RosovsKAYA，　E．　spP．，　Endot；zツra　cf．　plectztla（ZELLER），　E．0211・

　phalota　RAusER＆REITLINGER，　E。　rotaYi　LEBEDEvA，　E．　cf．　antefieXa（Z肌LER），　E．

1）Carboniferous　Rcscarch　Subcommittcc（1960）1こよれば，帝釈川屈群は3分され，断魚渓層はMil・

　tlrrella帯に，永明寺層はProfusulinella帯に限ってJljいられ，その上位に帝釈層Fusulinetla・FUSU・

　lina帯がおかれている。
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inm〃a（Z肌L£只），且‘‘Pau‘細伽如”（OK蹴URA），　E．　sp．，　Pglaeete．繍lgria　sp．，1挽伽漉3

sP．，　Tuberitina　m　

inima　SuLEIMANov，　Te”ataxis　spP．　of　りに 　conica　group，　T．　sP。，

Archaediscus　sp．，　Glomqs♪iγα？　sp．；　GlomosP　

iroides　？　sp．

2．Mediocris〃mediocris　il　l｝

　本帯の岩相は前記のEndestaffella　delicata剃｝の上部の凝灰質細粒石灰岩に酷似する。分

布範囲はひじょうにせまく，Fig．4でも明らかなように本帯の欠如するところがある。初期

の紡錘虫類およびEndotkyraπoPsisの産lllが特徴的であるが，細粒相を反映してか一般に

大魏種が少ない。次のような右孔虫類のほかに，はじめてひじょうに小さい　BradYinaが観

察される。

　Mediecris　mediocris（VlssARroNovA），　M．　breviscula（GAN肌INA），　Eostaffe〃αsp．，　Palaeo・

　textularia　sp．，　Endothyranopsis　sp．，　Endothyra　discoidea　GzRTY，　E．　sp．　of　E．　brad／i

　grcup，．ArckGedisc2es　sp。，　GlemosPira　2　sp．，　Stackeeides　？　sp．

3．Millerella　sp．　A帯

　下部からチkt・一トと石灰岩が数cm～数10cmで交互する互層（最下部の石灰岩はやや厚く

て細礫質），層理のまったくわからない灰白色の《塊状石灰岩”層の順にかさなる。チャー

5の一部には不規則な形で断続し，かならずしも層状を示さないものがある。本帯の化石群

はMiUere〃a，　Globivalvttlina，　Glo〃nospiraの多産にたいしてEndothyridsがひじょうに少

ないことで特徴づけられる。下位のE”dOS診励〃αdelicata帯およびMediocris　mediocris

帯の化石群とは著しく異なり，下のような種構成である。

　Millerella　sp．　A，　M．　cf．　infiecta　THoMPsoN，　Endothツra　sp．　of　E．加畷y∫group，　E．　cf。

　MOSqUenSiS　RE】【vrLrNGER，　E．　sp．，　Climacammina　antiqκa（BRADy），　C．　sp．，　Palaeoteκtu・

　laria　sp．，αoう加」びκ1伽sp．，　Glomespiya　sp．，　Tttberitina　minima　SULEIMANev，　Medie－

cris・Sや．β搬の蜘sp。　E，idethyranoPsis　sp．，　Tetrataxis　＄P．，盈砂loPhrag耀lla　sp．，　Psen・

　doendothツra　ex　gr．　SYMMetriCa（ZELLER）

4．　Psα‘405’ψ〃a　antiqua弓捧

　わずかにTM－51，　TM－102の両地点だけの資料であるが，本帯の化石群はPrOfttseclinella

をまったくふくまず，上述したMillerella　sp．　A帯の化石群の種構成に類似する．帯化石種

の多産のほかにEo5’励〃a　Post7｝iosq2eensis　KIRGINA，　Ps8〃40s’励11αaff．　minor　RAusER，

P．　cf．　Primitiva　REITLrNGERの産繊が特徴である．

　なお転石による資料にすぎないが，P纏‘s〃ゴ，zθ〃βsp．，、4々加s溺6〃πsp．，　Endotkyra　sp．，

‘‘ AtetStte〃a”sp．，　Tetrataxis　sp．，　Climacammina　sp．，　Tttberitina　sp．を藤するものがあり

（TMP－92，　TMP－121），　PrOfttsulinella帯の存在が類推される。しかし露頭としては未確認

であり，細礫質石灰岩として顕著な発達をするF2tsuliMeila帯相当綴ヵ‘，　Millerella　sp．　A

帯のチe一トと互贋する石灰岩層からわずかに3mの距りで分布することからみて，　ProfUStt・

liRella帯はあってもひじょうに薄いものであろう。

t

K



＋

一
一

雄村沖

圓
圏
［
日
園
岡
口
圏
國
【
照
幽
鳳
幽
園
圏
m
旧
四
［
円
凶

漁
寒
殺
墜
ぐ
　

8
㌦

：
’
．

3．’

・9，

1∴
’．党．

惹
｝◎
・1

・●
86
t，

9　■

卜量◎

，　葛

：・o

∵の・

・． 9
：
障o
；、．

灘

　

　

シ

鷺
畷

㌦
瓢
㌔
’
議
：
”
e
“
：
．
o
．
－
J
　
e
　
r
．
　
．
t
J
．
o
．
，
、
◎
：
‘
，
3
◎
．
”
宿
“
・
”
■
V
f
V

の

t㍗

　
　＼
．
．
．
∵
煽
゜

へ恐
数
餐
q
ハ
ミ

ゆ

9
梶

．
v
9
x

gg；
8詮

L
響
コ

×x

xx
’
M
－
糊
二
移
轍
，

≡
轟
講
慰

x
X

X

X
X

争’

x

・”1！
式

《

＄・

噸

喝

く

噸　　・

ぐ

■

◎

略

　　　　　　　　　　　　　　　　ttt、，

㍊ヨ＼愁
　　　　　　　　　　　、唱　　・

　　　　、＼．・t

6’：．：・細：鵬

’撚養
　　　　・　　，　　　　　　　　　じ

コ　ロ　ロ　　ト　の　し

：鯨勲’R
竃　辱鳥．『 ‘ム，，

　　　＿　．▲鮎．雪

聰

♪、．1

鴇9
印　．●　9

脅●
’；“‘．

含　篭　璽幽

縛
㌧躯
0　00
．τ
●

1
・
：
6

浬
・P．…、

　，○・■

　　’o
　　 　　 琴o

　o

A

亡 A　◎

fx
’
v
／

di

l
た
も

〉
Σ
♪
〉

　
×
メ
X
×
．

×

x
Xユ鼎L

　　FIG．4　Goolo繕lcal　map　of　thc　Tamcshigc　arca，　T（）jo，　Hiroshima　Prcfごctur¢．

1．Dlabasic　reck，2．£舞伽ξ｛i9撒戯ζ磁z㈱，3．醒雌導麟蹴edieeris　zeBe，

4．　〃1’”〃6〃4sp．　A　zonc，　5・　P5側面5毎漁〃a　4π〃gua　zone，　6・　P／efus〃ine〃4

z◎轟¢，7．翫銀lineilg　z。Re，＆　P5躍姻細囎傭a　z。轟e，9。勘3ζ細曙〃蜘一

yご∂ぬ4zone，10．　P¢rmian‘‘Schalstein，，，1L　Porphyrite，12、　T¢rtiary

a。　Fa犠！も　b．　Dlp　a轟d§之r三k¢，　c・　L㏄議韮1匙y

16



中国地方下部石炭系の微化石層序学的研究 17

ム　　　ム

ム　　　A　　　ム

幽　　　ム

4 1△ 1△
ム　　　4

2
く
一
Σ
配
U
匹

§
壱
8
ヌ
器
匹

ム　　　A　　　4

ム　　　4

6 4　Lム
4 ム

芦1…；！；・；～’．・㌧‘・∴ち”o
藩
茎
召
記

　　　　　　　　　；B溜昌鴇、b。P

躍麟B塑↓迦塑堕一一
騰
難
欝
唾
卿
呵
鯛
旦
゜
璽
塑
f
旦
．
＿
B
i
o
m
i
c
r
i
f
e

・．∵）、、’　；∵，い

轟　？　　A
　●
o看
‘

，一，

＝

8
も
左

Z
O
一
」
U
く
Σ
匡
O
』
　
　
　
一

？
●

，
5
●

一

　　　　　　　　1
　　　　　　　　　！Pseudc7hよ∋ulinσvu㎏oris
　　　　　　　　；職認謙鵬，。、n　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　齢

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　lPmfusulinell・・Pぴ

　　　　　　　　lSmoller　　　　　　　　　I　　Forominifero

　　　　　　　　　！　very　r・re

　　　　　　　　　lPgeudosセ計チel　lσminor
　　　　　　　　　lPon寸iquσ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　　　　　　　ISmolbr
　　　　　　　　　I　　Forσminiferσ

　　　　　　　　　l　　　rαre

　　　　　　　　　τ
　　　　　　　　　lMllerellσsp．　A

　　　　　　　　　；8鵬瓢離評ud
辮凝面i恒灘灘隔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　－一｛一一・一，”　一一一一一一

　　　　　　　　　　　　＿　　＿　　一　一　一　一唱　一　　一　一　一
一　一一一一一一一一1堺
　　　　　　　　　lEnd◎s忙ffel1G（めlicdo
i。廿。mi，，。　蹉ワ燃隠「d°yi

謂麟明離雛齢轟

國曹

層一［
■

う

O
＞

Σ
一
回

轟　　　　6　　　　6

一r－．・．

一一一一一一一一 十一一一一一一一一・一一一一

Biomicrけe

・qnfromicro－
＿＿登P望℃り4itg≧＿1＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿

8iomicri十e

Al歪emo↑ion　of

j劃〔坦旭itの

難；騰齢　　　　　　　　　1

氏
⊃

O
匡

O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9

｛
亀
o
茎
2
睾
≡

ム　　　ム

4　　　4

、’　　、’● 、　　　、

、’　　、！　　、！

O　　O　　　O
、ノ　　　、’　　、’

、　　、ノ　　、！　　、

、ノ　　、ノ　　、’●
■
　
一

’　　、ノ　　、！　　、

、！　　、ノ　　、’

ノ　　、’　　、！　、

Σ 、ノ　　、’　　、！．

・　今A6　●A・　．

・ム・・ム。・4缶
ζ1．堂工て’ Toffocoou5
o
茎
一
6

・轟…　△　°ム・

1　　、’　　、！

● A馬　・Aり　．ハ≡
≡呂
四

、　　、’　　、！　　、
雛
，
o

、！　　、’

。．△一。・ム・。

9ム“ 鴇贈 ．ム、 ＿＿＿＿＿＿＿＿」＿＿一一一一一一一一一一
xx’域 x Diobose？

FIG．5　1deal　section　of　the　Carboniferous　fossil　zones　of　the　Taishaku・gawa

　　group　and　Lower　Permian　in　the　Tameshige，　showing　the　petrographical

　　facies　and　stratigraphic　distribution　of　foraminifers

D．秋吉台のPre・Moscovian相当屑

　秋吉石灰岩層群の化石層序は，本邦の上部古坐界研究のひとつの皿要な規準となってきた

が，その石炭系についての化石層序学的研究の結果は研究者の間でかならずしも一致してい

ない。Fusttline〃a・勲S多”22α帯およびProfusulinella帯相当層に関しては問題は少ないと

しても，Mi〃ere〃a帯相当層以下の分帯と対比についてはいろいろの見解がある。しかし秋

吉石灰岩層群の最下部層として，Millerellaをはじめそのほかの初期の紡錘虫類をまったく
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ふくまない凝灰質岩および緬状石灰岩からなる地層が発達するとすることには異論がないよ

うである1）。

　箪者は秋吉石灰岩層群のPre・Moscovian相当層を，岩相上，南側すなわち下位から輝緑

凝灰岩層，師状石灰岩層，石灰藻石灰岩層（下部は細礫質），｛c塊状石灰岩”層の4部に区別

した。師状石灰岩層の下部（Fig．6のAK10地点以南の地層）には細礫質で基質のほとん

どない凝灰質の石灰岩があり，これは層理が明瞭でほぼENEの走向と南傾斜をとっている。

地層の傾斜の角度の変化ははげしいが，上位層では化石帯の配列と分布状態からすると北傾

斜と考えられ，この間に断層が存在する可能性もある。しかしながら，後述する化石帯の配

列からすれぱ，南側のものほど脳序的に下位のものと考えざるをえない。

　右孔虫化石群の雑性についてみると，上述の師状石灰岩と石灰藻石灰岩の境界により，下

位のEndothyrid・Palaeotextularid相と，上位のPrimitive　fusulinid．Climacamminid

相とがはっきり区別される。　Endothyrid・Palaeotextularid相では下部から上部へ次策に

平旋回舳のイf孔虫の量が増加し，Palaeotextularidsは次㌶∫に大型のものになる。　Primi．

tive　fusulinid・Climacamminid相では平旋回軸の初期の紡錘虫と管状の体殻をもつ有孔虫

が急激に多炭する。イ∫孔虫化石群の種の構成と頻度分布からPre・Moscovian粗当層は下

位・上位両相ともそれぞれ3分され，あわせて次の6化石帯が識別される。

　6．　　ProfieSteline〃a　bcPPeitsis’I　I｝

5．　Psettdostaffclla　antiqt‘α帯

4・－Mill・re〃a・P・・A帯｛瀦謝雛翁謬i｝

一幡繍6繍儒1｝：1；

2・Eitd・・t・ffc〃a・d・li・ata帯｛露鶴饗；；灘欝跨

　1・Eii40tl；yra　sp・A帯

　箪者はさきに鳥山（1954）のProfteSttliiie〃a　bePPensis帯以下の地層を分帯して下位から

1）・Eizdet｝iツra　sp・A帯，2）・Psez‘doendothyra　spiroides帯，3）．　MiUerella　sp．　A帯，4）．

P38〃40s’励〃αsp・A帯・5）・PrOfttsidineua　beppcnsis帯の5化了滞を敬別した。ここに新

らしく提案したものは，その後の化石群の構成種についてのより蹉細な検紺と，定方位薄片

をふくめてより多くの資料による有孔虫類の定ILk的研究をくわえて再編成したものである。

Eり；dostaffella　delicata帯とMediocγis，，tediocris・ll｝はさきにPsez‘doeitdethyrαsがroi（i¢s帯

としていたものに相当する。平旋回舳の宥孔虫類の藤出が著しい雑性として指摘されること

はかわらないが，構成種の定：Ek的研究の結呆，普遍的に多産する種が層準によって異なるこ

とがわかったのでこれを2化石帯・4亜帯に区分したものである。またMillere〃a　sp．　A帯

についても特質的に多産する種によって2亜帯にわけたが，Mi〃ere〃aはすべての種の個体

数をくわえてもつねに優勢属であるとは限らず，むしろ局部的に集中している傾向のあるこ

1）長谷川（1963）によればこの地層は約300mの厘さで，緬状石灰岩は上位のMmereua帯下部ま

　でおよぷものとされている。また・Pteurodict＞・um　dechenianum化石群（湊・加藤，1963）の報告さ

　れた赤色凝灰質頁岩層は，秋吉石灰岩層群と断層関係にあるとしているが，湊・加藤は層序的に

　秋吉石灰岩層群の最下位にあるものとして図示している。
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とは注目される。以下各化石帯ごとにその岩相と化石群の特性について詳述する。

1．E”dot海yγa　sp．　A帯

　輝緑凝灰岩質岩を主とし，チャートの薄層および薄い波形のレンズ状石灰岩を爽在する。

確認しえた分布はせまく，AK－31，　AOKW－2の2地点でえられた資料があるにすぎないが，

個体数も構成種もひじょうに少ない。下記の種が識別されるがEndothyra　sp．　Aが大半を

しめて産出し，他の有孔虫は稀少である。

Endothyra　sp．　A，　E．　sp．，　Tetrataxis　sp．，　Neotttberitina　sp・

2．En　destaffe〃a　delicata；li｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　2－a．Endothyra　similis亜尋1｝

　主として師状石灰岩よりなるが一部に輝緑凝灰岩・チャートを爽在する。下位の化石帯の

化石群とは著しくことなり，種構成・個体数ともにひじょうに豊富なことがまず指摘される。

Endothyridsが圧倒的多産を示し，ついでPalaeotextularidsが多く観察されるが，その

他普遍的に産出するものはみとめていなti　〉。比較的短い生存期閥で知られるMikhailovella

（RosovsKAYA，1963；Visean中期）の産出は，　Endostaffella　delicata，　EndothYra　siM　ilis，

E．omPhalota　saMariCaの多産することと共に本帯の著しい特徴である。これらのほかに

この化石帯の化石群には次のような種がみとめられる。

　E”403∫励〃adelicata　RosovsKAYA，　E．　spP．　of　E．　prisca　group，　E．　spP．　of　E．　bradYi

　group，　E．　masanae（OKIMuRA），　E．‘‘paucisepta　ta，”（OKIMuRA），　E．　sp．，　Palaeotexttt　laria

　vttlgaris（RErrLINGER），　P、　sp．，　Tttberitina　mi12ima　SuLEIMANOV，　Eotuberitina　sp．，　Mik－

　hailovella　spp．，ノ’anishewskina？　sp．，　Mediecris　breviscula（GANELINA），　M．　sp．，　Cribros．

　tomum　sp．，　A　rchαedisctts　spP．　of　A．　karreri　group，　Asteroarch　aediscus　？sp．，　Seウtaglo・

mospiγanella　？sp．，　C海ε撒ys海珈e11αPsp．，　Tαtratαxis　ex　gr．　conicα，　T．　sp．

　2－b．EndothYra　sumiyae（MS）亜帯

　上記亜帯と同じように緬状石灰岩相を示すが，一部では輝緑凝灰岩優勢層（AKDルート），

あるいは石灰藻の破片にとみOoliteのほとんど観察されないやや粗粒の岩相（Loc．　AK－17，

－
18）もみとめられる。

　下記のような若干の新しい構成種がくわわるが，化石群の特性は下位亜帯のそれに酷似し

でいる。

　Endothツra　sec7niyae（MS），　E．　gigantea（OKIMuRA），　Psendoendothツra　sp．，　Endostaffella

Pαγvα（M6LLER），　Mediocris　mediocris（VIssARIoNov，P9），　Palaeotextularia　consobrinα

　LIPINA，　Deckerellina　？sp．，　Endothy7anepsis　sp．

なおBradyinaに酷似するひじょうに小さいcc砂質殻”のEndothyridがわずかながらみ

とめられ，Bradyinid　？のはじめての産出として注目される。

3．　Mediocris　mediocγis　J，1｝

　主として師状石灰岩からなるが，上部には石灰藻の破片を主とする砕贋性の石灰岩がある。

この化石帯ではより下位の化石帯にくらべて平旋回軸をもつ原始的な紡錘虫類が多くなり，

q紗質殼”のEndothyranoPsis　q）産出することがもっとも著しい特徴である。次のような
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構成をもつ化石群である。

Mediecγis・2nediocris（VlssARI。NovA），　Endothyr㈱psis　hirosei　OKIMuRA，　E．　coηゆγεssα

　RAusER，　E，　spりEndotkyra　prisca　RAusER　et　RErrLINGER，　E．　oMψIZalOta　RAusER　et

　RErrLrrgGER，　E・名o’の雇LEvEDEvA，　E。　ex　gr．　bradyi，　E　sp．，　Eostaffe〃a　sp．，　Tzeberitina

ex　gr．　7ni2tima，　Endostaffelta　delicata　RosovsKAYA，　E．　parva（M6LLER），　E．　sp．，　Pseεt・

　408〃40漉ッ7ηex　gr．　sPiroides，　P、　sp．，　Palaeotextμlaria　coizsob7ina　LIPINA，　P．　sp．，　Rhe・

”o吻γαPsp．，加5s’2eωsゐ伽P　sp．，　Tetrataxis　ex　gr．　conica，　T．　gigas　BRAHzNrKovA，

　Arch　aedisctts　sp．，　Fo　rscli　ia　．P　sp．，　Monotoaxinoides　sp．，　Cribrostomzein　sp，

　この化石帯は特徴種による亜区分が困難であるが，産出する有孔虫類の量的構成から上・

下の2血帯の区分も可能である。すなわち多産するMediocrisとEndothyra，；psisの両属に

関述して，前者をはじめ原始的紡錘虫類の豊富な産出がみとめられる上部と，　後者および

Endothyridsの比較的多い下部との区別である。　JaniSheWSIeiita？sp．，　Tetrataxis　gigas，

偽伽毎Psp．，●BrtMSia？　sp．は上部にのみみとめられるが稀少である。

4．Millerella　sp．　A　1“t

　本帯は岩相上，下部の一見塊状の細礫質石灰岩層と，上部の枠構造の箆隙部を充鎭する結

品質方解石（Void　mling）の発達する石灰藻石灰岩に2分される。しかし野外での岩相区分

はひじょうに困難である。化石群に関してもその構成租の差異はこの岩相区分と調和してい

る。すなわち下部の化石群は前述したMediocris，mediocris；1eのそれに類似しているが，と

くに卓越して産出する種はなく，上部では比較的巻軸の長い紡錘虫類　（韮としてOzawa・

inellinae）が圧倒的に多産する。したがってこの化石帯は岩相および化石群の特性から2亜

帯に区分される。

　4－a．Mi〃ere〃αsp．　A亜帯

　鏡下の観察ではほとんど細礫質の布灰燐からなるが，一部に野外でも明瞭な石灰岩礫岩が

みとめられる。本亜帯の化石群は下位のMediocris”mediocris帯のそれにたいして定性的に

は新らしい構成種がかなり顕著であるが，頻度分布をみるとむしろ下位の化石帯を特徴づけ

ていたものが多く，新らしいものは少ない。下位化石帯の石灰岩が礫としてはいっているに

かかわらず，礫と基質との区別がひじょうに難かしくその境界をきめないままに含有種の頻

度を計測したため，このような結果があらわれたのかもわからない。したがって新らしい構

成種のうちでもっとも普通にみられる種によって本ヨ11帯を命名した。この亜帯の化石群は次

のようである。

Endothyγa　spP・　of　E・7nosquensis　group，　E．　sp．　of　E．　imtisitata　group，　E．　spP．　of　E．

　bradyi　group，　E・spりTttberitina　miltima　SuLEIMANOV，　MiUere〃a　sp．　A，　M．　sp．，　Eos－

taffella　sym”2etrica（ZELLER），　E・ex　gr．　postnzosqt‘ensis，　E．　ileensis　VrssARroNovA，　E．

sp・・　GlomosPirα　sp・，　Mediocris　niediocris（VrssARroNovA），　Pseudoendothジγa　bo｝ia　R◎sQv．

sKAYA・P・ex　gr・sツmmetrica，　Palaeotextularia　sp・，　Climacammina　antiqua（BRADy），

C・sp・・Te彦rataxゐsp・of　T・‘on　

ica　group，　T・sp・，　Globivatvulina　sp．，　Braめrilla　sp．，

Pla7toendothyrα　sPirilinif・r”zis・BRAHzNrK・vA＆P・TrEvsKAyA，　Brtensia？　sp．
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　4－b．Eostaffella　ikensis亜帯

　石灰藻類を主とするξC礁石灰岩”が特質的であり，上・下位層のCC塊状石灰岩”相とは著

しく異なる。しかし一部には石灰藻の破片の多いCC塊状石灰岩”がわずかながらある。本

亜帯の化石群の構成種とその頻度分布は局部的に著しい差異を示し，一般にq°礁石灰岩”で

は個体数が少ない。全体として紡錘虫類が圧倒的に多産し，これは下位のどの化石帯にもみ

られなかった特徴である。本亜帯の化石群は下位亜帯のそれにたいして種の頻度分布が著し

く異なり，Mediocris　mediocris，　Endethyra　sp．　of　E、　bradyi　groupがまったくみとめられ

なくなる。かわってEostaffellids　Globivalvzelina，　Ozawaine〃a，　ClimacaMMinaおよび

局部的集中の傾向はあるがMillerellaなどが豊富に観察される。また個体数は少ないが化石

群の新らしい要素としてTitberitina　bt｛lvacea，　Climacammina　volgensisが検出される。
の

5．　PseudostaffeUa　antiqua謡i｝

　本帯は石灰藻石灰岩およびcc塊状石灰岩”からなる岩層で層厚は5m程度のひじょうに薄

いものであり，上・下位の地層が共に無層理の石灰岩層であるから野外での追跡はひじょう

に困難である。本帯の化石群は下位のMi〃ere〃a　sp．　A帯のそれに類似するが，巻軸の移動

する．Pseudostaffe〃a　spP．　of　P．　antiqua　group（さきにP．　sp．　Aとして報告したもの，ま

たP．・minorに類似するものも含める）の産出で明瞭に区別される。上位のProfuseclinella

bePPensis帯に観察されるような平旋回で長軸のPseudostaffellaはみとめられない。　End（）’

thyridsの産出はひじょうに少なくなり，初期の紡錘虫類が多産する。そのうちPseudoen－

dothyra，　Mediocγisはまだみ’とあていないが，　Eostaffella，　Ozawainella，　Pseudestaffellaは

多産する。また，EndothyraneUaがはじめて観察される。

6．　PγoプteStelinella　bePPensis帯

　CC塊状石灰岩”からなる。　Prof　ZtStdinellaがはじめて観察され，多産するBradyinaの大

半は大型の種である。Palaeotextularidsではやはり大型のClimacamminaが多く，また

Deckerellaが少ないながらみとめられる。全有孔虫類にたいして，長軸の紡錘虫類が約60％

以上の頻度で多産する。

E．その他の地域の石灰岩

　中国地方には前述したような阿哲・帝釈・秋吉の各石灰岩台地のほかに，’ところどころ石

炭系の発達することが知られている。以下層序学的検討はあまりくわえていないが，数地域

について観察した有孔虫化石群を簡単に紀述する。

　1）広島県の東部，甲奴郡から神石郡にかけて白亜紀流紋岩類が広く分布する地域がある

が，この流紋岩類におおわれてその周辺部に点在する石灰岩がある。帝釈台の南に非石灰相

の古生界を介いして位置するもので，石炭系と二畳系がともに発達することがわかっている

が，被覆岩類のためにこれらのもともとの広がりはしることができない（長谷，1964）。

　この点在する石灰岩のうち，上下町川井に露出するものの最下部から次のような化石群が

検出される。

Palaeotextt‘laria　aff．　consobrin　

a　LIpmA，　P．　sp．，　Mediocris　cf．　mediocris（VrssARToNovA），
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　Endothツra　aff・pattciseptata　RAusER，　E．　sp．，　Tetrataxis　sp．，　Endothツra｝zopsis　sP．

　また賀茂町矢川，三和町井関・黍原には，長谷（1963）が報告したように次の種がみとめ

られる。これら3産地は近接する地域で類似の化石内容をもちここでは一括しておく。

翫酬脚spP・・f　E・bradyi　group，　E．　spp．・f・E．・mPhal・ta　group，　E．　aff．　tsckernovi

　RAusER＆REITLINGER，　E．‘‘paucisePtata，，（OKIMURA），　E．　spp．　of　E．　pγisca　group，　Pa・

　laeotexttt　laria　spp．，　E？idothソran　oPs　is　？sp．，　Pseztdoendothy〆a　sp．，　Ctim　aca〃n〃nina　sp．，

Mediocris　sp．

　黍原のすぐ西，三和町小llSに孤立的に露出する石灰岩からは下紀の種を産する。

　Tztberitina　sp・of　T・minim　a　group，　Gloηnosウira　sp．，　Climacammiita　sp．，　Tetrataxis　sp．，

α・bi・al・ulina・p・・　E・d・’肋・pl・f　E・　bradyi　9・・up・E・p・・E・st・ffe〃・cf・Sy12z・

　metrica（ZELLER）．

　2）岡山県西部・阿哲台の南西方に位置する中村石灰岩　（勘米良・太田，1957）の最下部

層？から次の租を検出した。

　Endo〃zyra　spP・，　Endothツranopsis　spp．，　Mediocris　i｝tediocris（VlssARIoNovA），　Palaeotex．°

　tularia　c　f・consobri｝ia　〕LIPINA，　P・sp・，．Eo3’ψ〃a　sp．，　Pseudoendothyra　cf．　spiroides

　（ZELLER），βrα4y’，2α2sp．，　ArchaediSCttS　sp．

　中村石灰腸のさらに南には，高山石灰岩（張，1939；小林，1941，50，51；吉村，1961）

があるが，その最下部膚からも吉村によってEndothyroid　Foraminiferaで特徴づけられ

る地層のあることが報告されている。

　3）一方，新潟県の青海石灰岩から今村外治教授によって採取された資料について検討し

たところ，中国地方のものと類似の化石群があることがわかったので付肥する。藤田（1958）

のC1層相当層からの資料で下のような種が槻察される。

　Tuberitina　”tini7na　SuLEIMANov，　Mediocris　7nediecris（VlssARroNovA），　Psondoendothyra

cf・　spiroides（Z肌LER），　Palaeotextularia　sp．，　Clim　 acan”n　

ina？　sp．，　Endethyra　spp．　of　E．

　bradyi　group，　Ei；dothy　ranoPsis　？sp．，　Endostaffe”a　sp．，　Tetrataxis　sp．

　また，正確な層準および産地の明らかでないcc西山”の紀号のある資料からは次の種が検

出される。

GIonzosPira　spp．，　Eostaffella　cf．　post7nosqt‘ensis　KIRGINA，　E．　ikensis　VlssARIoNovA，　Glo．

　bivalvulina　sp・・Mi！lere〃a　sp・，　Endothツra　sp．　of　E．　iMeiSita　group，　Tzeberitina　Mini21Za

SULEIMAtgov，　Pla｝zoendothy　ra　？sp．

　以上のべたうち・川井・矢川・井関および膏海石灰岩最下部の各化石群は，Endothyrid・

Palaeotextularid優勢の化石群であり，阿哲一秋吉の化石帯とくらべると，　E28dos’4励〃a

delicata帯およびMediocris〃mediocris；i　1：；のものに比較されることは明らかである。また小

畠・cc西山”のものはEo3∫励〃a　sp・A・Millerella　sp．　A帯の化石群に類似する種構成であ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　“
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皿　対 比

A．中国地方の各石灰岩層群相互の対比

　前章では阿哲・帝釈・秋吉の各石灰岩層群のPre・Moscovian相当層について，化石層序

の詳細を記述してきた。多産する種名を付した化石帯は三地域を通じてほぼ共通しており，

以下各石灰岩層群の対比についてのべる。

1．Endothツra　sp．　A帯

　中国地方の石炭系の最下部層と考えられるものには，有孔虫類の産出種数・個体数ともに

ひじょうに少ない，また平旋回輌をもつものも含まれない特異な化石群がある。EndothYra

sp．　A帯としたものがこれで，より上位の化石帯のどれとも化石内容は著しく異なり，Endo・

thyra　sp．　A（東部ユーゴのAleksina・Mikhailova層準から記載されているE・　cara　ScHLy・

KOVAに類似する）が圧倒的に多産する。この化石帯は現在のところ阿哲・秋吉の両地域に

だけみとめられる。

2．Endostaffellα　delicαtα　：k’s

　上記の最下位化石帯に累重して，岩相はそれぞれの地域で異なるが，小さくて旋回軸は短か

くその回転角度の大きいEn　dostaffellaを多産する地層がある。これをE？idostaffella　deli－

cata帯と1乎ぷ。この化石帯はEndostaffellidsが普遍的に産出することと，ついでEnd（）’

thyrids，　Palaeotextularidsがひじょうに豊富なことで特徴づけられる。これらを主構成と

する化石群は，阿哲・帝釈・秋吉のいずれにも共通する特性であるが，阿哲・秋吉では本帯

のなかで特定の別種が高頻度で産出すことからそれぞれ上・下の2亜帯を区分した1）。

3．Mediocris　sp．　A・Mediocris　7nediocris　IVt

　下位から第3のこの化石帯は，下位の化石帯ではすべてEndothyridsが圧倒的に優勢

であったのにくらべて，Mediocris，　Psettdoendothyraおよび、Eostaffellαのような原始的紡

錘虫類が比較的多くなることで特徴づけられる。秋吉の本帯上部の化石群はとくにこの特徴

の著しいものである。しかし全体として有孔虫類の産出が豊窟なため，これらの紡錘虫類が

かならずしも高頻度の産出を示すとは限らない場合がある。化石群のこのような特性はEn・

dothyrαnoPsis，　Palaeotexttt　lariaのようなcc砂質”殻の有孔虫類の産出種数が多いことと共

に，阿哲・秋吉をはじめ前述した矢川・井関・川井・中村の各石灰岩に共通することである。

4．Eostaffella　sp．　A・Millerella　sp．　A帯

　この化石帯は初期の紡錘虫類の種数の急激な増加と，それらが産出右孔虫類の50％以上

の高頻度分布をしめる一当然Endothyridsの激減としてあらわれる一ことで特徴づけら

1）阿哲における本帯の2亜区分は，2ma・（1963）がさきに指摘した石灰岩の岩質と関連する化石群

　の特性の差異をあらわしているものと考える。下位のMediocris　breviscula亜帯は一般に0・3mm

　以下の粒度からなる細粒石灰岩で代表され，そこでは0・1～0・　23mmの帯化石種の圧倒的多産が

　記録される。一方上位のEn　doth］ra　masanae亜帯ではやや粗粒で結品質方解石の薦質をもつ石灰

　岩で代表され，その構成粒として0・　25mm以下のものはほとんどみとめられない。したがって下

　位亜帯の帯化石はひじょうに少ない。
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れる。下位化石帯との間での化石群のこの急激な変化は，中国地方の石炭系の有孔虫化石層

序区分上もっとも注目されることである。この変化は阿哲ではMAO3－MAO4の間，帝釈で

はTM89－TM72・TM40－TM50のおのおのの間，秋吉ではADO1－AK27の間でもっとも

よく認識される。本化石帯の構成種の頻度分布は各石灰岩層群によってかなり異なっており，

それぞれに多産する特徴種があるがいずれも圧倒的産出を示さない。上述の化石群の著しい

特徴にくわえて，小型で比較的巻軸の回転角度のノ1、さいEndothyrids，此較的厚い殼をもつ

大型のPalaeotextularids，　cribrate　apertureのClimacammina，さらにEo3∫励〃α，

Millerella，　Globivalvulina，　GlOi・nospiraなどの産出は本帯の各石灰岩に共通する著しい特

徴としてあげられる。

5．Psettdostαffella　antiqteα　va・

　Eostaffe〃a　sp・A・Millerella　sp・A帯の上位に，その化石群に類似しながらもPseudos・

taffellidsの多産，あるいは“AtetSice〃a”，　Eoschieberte〃aが新らたに加わることでわずか

に異なる化石群をもつ地層がある。これをP3θ忽05∫励11αantiqtea帯と呼び，　Psettdos・

taffeUa　aiztiqtta，　P．，　Primitiva，　P．，η伽oγ，　P．　vaγiabilisなど巻軸の移動するPsettdostaffellα

の産出が各石灰岩層群に共通する特性である。

6．　Pγofttssc　

li｝zella　toγiyamai・P。　bePPe？isis帯

　Fusulininaeのはじめての産出と，有孔虫個体数の約70％をしめる紡錘虫類の頻度分布は，

各石灰岩に共通する本帯の特徴である。また，

yinidsがかなり多く観察される。

この化石帯にはClimacamminidsとBrad・

B．鬼丸層・長岩層との対比について

　本邦の下部石炭系には鬼丸層をのぞいて石灰岩累層はほとんど知られていない。これと著

しい対照をなして上部石炭系では石灰質岩の発達が顕箸である。化石層序学的にも下部石炭

系と上部石炭系の問には明瞭な差異がみとめられる。本邦では従来Millerella帯を境とし

て下位の地層については大型の化石群，また上位の地層については紡錘虫類による研究が主

体をなしており，微化石層序学的研究は下部石炭系についてはほとんどなされていなかった。

小型有孔虫化石の揚合，種の変異と切断方向による形態の多様性は薄片による同定を困難に

し，また進化の緩慢さは層序学的研究に必要かつ充分な価値をなかなかもたらし得なかった。

このような状態は鬼丸屑と長岩層に関してもいえること．Tあって，鬼丸層から多産する小型

有孔虫群と長岩層から多産する紡錘虫群の聞に著しい特徴の差異があることはいままで指摘

されたことがない。

　中国地方の石炭系に関して小型有孔虫類のもつ意味はすでにのべてきたとおりであるが，

本項では中国地方の石炭系の化石群と，本邦のVisean・Bashkirianの標式地とされている

北上山地の鬼丸層・長岩層の化石群とを比較して，両地域間の対比をこころみ，後に上・下

部石炭系の境界について考察する基礎資料にしたいとおもう。なおあわせて九州球磨山地の

柿迫層の化石群についても検討した結果を付記する。

1．鬼丸層の有孔虫化石群

　本層から検出した種はTable　3に示したが，本屑の分帯はむずかしい。全層を通じて’　ce砂
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TABLE　3． FoRAMINIFERs　FRoM　THE　ONIMARU　FORMATION（UPPER　VrsEAN），
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ノ監mmodiscus　sp・，　Archa‘di5cus　sp・，　Bradyina　sp．，　Cゐ‘7鑑ジ5んin‘麗4？sp．，

Cγf∂ro∬oπ露μ〃蓼sp・，　En　dos’ψ〃4　de〃‘4’σ，　E・sp．，　Eπ40’めlra　sp．，　En　do・

’産アranoPsis　hiroseら1二sp・，」Eos’ψ〃4　sp・，

α㈱5μ74sp・，　MaPlePhアagm〃4　sp，，　HaPloPhragmina　sp．，

ノωεf∫ゐ‘wskina？sp・，　Afedie‘7f∫sp・，2覧likhai’ov‘〃a　sp．，

ルff〃‘re〃4　sp．，2覧fstinia　sp・，　Pご71aeo’extulariごz’oπ8f5ψ’4’4，

P．‘onsobrina，　P。　sp・，　Tub〃f〃παsp。

質”殻のものが全布孔虫の約半数をしめ，その中でも Pa｛aeotexttelaria，　Climacaminina，

Chernysl；ine〃α2が多い。またEiidotizyra，　EndostaffellaなどのEndothyridsは一般に少

なく，Millerclla，　Eostaffellaなど初期の紡錘虫類の頻度分布も小さい。一方秋吉のMedio・

oγ’s〃284∫oo7’5帯をふくめてそれ以下の化石帯では，｛t砂質”殻のものはあまり多くなく，な

かでもPalaeotextttlariaが大半をしめてその他の属はほとんど観察されない。　Millerella帯

より上位ではさらにcc砂質”殻のものは少なくなる。また秋吉では一般にEndothyridsや

初期の紡錘虫類が豊富である。Bradyinaは鬼丸に多く，　Tetrataxis，　PseiedOC｝tdotyra，　EOS・

taffellaなどは秋吉に多い。このように鬼丸層と秋古とでは化石群の構成が異なっている。

秋吉のMillcrclla　sp．　A帯と鬼丸層の闘においても同じぐ差異がみとめられ，　Tetrataxis，

GlomosPira，　Globivatvulinaが秋吉では多いのに鬼丸層ではほとんど観察されない。

　一方，鬼丸層と秋吉のMediocris，mediocris　；IIFにおける共通種もかなりみとめられ次のも

のがあげられる。

　E7240s’励〃a　parva（M6LLER）1），　E．　’　dclicata　RosovsKAyA，　Psettdeeizdotltyra　ex　gr．

　spiroides　2），　Eiidotlz夕ranoPsis　li　i・rosci　OKrMURA，　Mediocris　enediocris（VlssARIoNovA），

　Cli7nacalnl｝tina　alltiqtta（BRADY），　Milehailovc〃a　sp．，　ArcliαediSCtes　sp．　of　A．　karrcri

　group・

　これらの種の個体数は鬼丸層では一般に少ないが，これは前述したようにCt砂質”殻イ∫孔

虫の多い鬼丸層と，純粋な石灰岩からなり石灰質殻の有孔虫の多い秋吉との宕質の差に支配

されるものと考えられる。上に列挙した重要な示準種が共通していることは対比論上見落す

ことができない。

2．長岩層の右孔虫化石群

1）2）半沢による検出として，矢部（1938）の引川したEn　dot　h］ra　Parva（M6LLER），　OCatvainella　struvii

　（M6LLER）にそれぞれ相当するものであろう。
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　長岩層の基底部からはわずかにE∂3∫ψ11αPsp．，　Millerella？　sp．，　Mediocris　？sp．のきわ

めて保存の悪いものを検出しえたにすぎないユ）。

　長岩層の下部（小貫・山田，1955のNg　1～2に相当）からはGlobivalvulina　spP．，　Eos・

taffe1la　spp．◎f且伽欝ゴs　gm繊pが多くみとめられ，そのほかに個体数は少ないが次のもの

が検幽された。

　ArchEedisczts　＄p．，　E編o誘ツ名πsp．，　Ciimacam｝｝tina　sp．，　Glomosp∫ra　sp．，　PlanoendotkYra

　sp、，　Millere〃a　sp．，　Bradyinαsp．，　Psetedobradyina　sp、，　Psettdostaffella　antiqua　RErrL・

　INGER，　Ozawainelia　sp．

この化石群は秋吉のPsettdostaffella　antiqzea　」｛1｝のそれに類似する。

　長岩層上部　（小貫・山田，1955のNg　9に相当）からは圧倒的多数をしめてP鵬s¢‘・

lixella　spp．が観察され，そのほかに次のものがみとめられた。

　MillereUa　sp．，　Bradyina　sp、，　Psettdobηadyina　sp．，　Eiidoth夕　ra　？sp。，　Climacammina　spP．，

　C7伽卿駕7∫辮2sp．，　Psgudostgffe〃4　sp．，　E襯励〃4　sp．，　Glomospirg　sp．，　etc．

この化石群は秋吉のProfies2eli”ella　beppensis　t’，IFのそれに似ている。

3．鬼丸層。長Zk‘fi　tと秋吉石灰岩層群下部との対比

　以上のべたことからわかるように，鬼丸層と長岩層の両化石群の問にはきわめて著しい差

異がある。前者の小型有孔虫優勢の化石群に対して後者では初期の紡錘虫類が優勢で，両

者は明瞭に区別される。この相異は中国地方のMediocris　sp．　A・1馳伽6グなMediocrisぜ釜｝

とEo5∫励〃a　sp、　A・Mi〃θerelta　sp．　A帯の両化石群の間にみられる変化に相当することは明

らかで，顕著さにおいてはそれ以上である。

　長岩層下部と秋吉のPseudostaffella　antiqtta帯，長岩層上部と秋吉のProfttSttlinella

bePPensis帯は，それぞれ化石群の類似性から容易に対比されるであろう。長岩層基底部に

ついては資料がきわめて不充分であるが，層序関係から推しても秋吉のMlllerella　sp．　A帯

（むしろその上部）に対比してよかろう。

　問題は鬼丸層との対比で，鬼丸層が秋吉のMediocris，mediocris帯以下の化石群に関して

かなりの差異を示すにかかわらず，Mediocris　mediocris　lt　；との間に若干の示準種の共通す

ることはすでにのべた。共通種のうち．Endostaffella　Parva，　M　4diocris　med　oocrisはソビエ

トのOkan・Sepukhovan（Middle・UpPer　Visean）を示す重要な種であり，またEndothyra・

nePsisはソビエトと西欧のVisea難に限って産出している。このことは鬼丸届についてこれ
1

まで主張されてきた時代論を支持すると共に，それと中国地方のMediocris〃mediocris考停と

の対比を可能にするものと考えられる。鬼丸と秋吉の問にみられる化石群の差異は，生物地理

区の問題は別として，時代の差よりも石灰岩の岩質の相違に強く影響されているものとみな

され，それよりも前述した鬼丸。長岩層澗，および秋吉のMedigcris　？｝iediecris帯・Mllerellg

sp．　A帯問における化石群の急変の対応性を重視すべきであろう。

　鬼丸層と長岩層の闘のこの化石群の急変は，湊（196◎）が主張したように最下部Namu・

1）山田弥太郎氏の好意により石灰質の踏底礫岩層の資料を検討した。この砕暦岩片を多くふくみ石
　灰藻の著しし｝発達のみとめられる岩質は，秋吉のMitlerella　sp．　A帯の上部亜帯の最下部のもの

　と類似し，秋宵でも右孔虫類は少い。
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rian相当層の北上山地における欠如を示しているものと考えられる。　Endothyranopsis

lziroseiが秋吉のMediocris　enediocris帯の上部亜帯に普通に産するのに対し，鬼丸層ではそ

の最上位層準からだけみとめられ，しかもCC砂質”殻の有孔虫類の多産することは鬼丸層の

特徴でありながらこの宥孔虫の少ないことと不調和である。これは上紀不整合に関述して鬼

丸層・長器層間にMediocris　niediocris帯の上部にほぼ相当する部分（おそらくMiUereua

sp．　A帯下部の大部分に相当するものも）が欠如していることを示すものと考えられる。こ

の欠如する部分が福地のNeokoniizckophy〃ICIIz帯（湊・加藤，1958），さらに秋吉のPleu．

rodictyzcm　decheniantt〃n帯　（湊・加藤，1963）にほぼ相当するとする見解は，少なくと

もPlettrodictyum　deckeniantem化石群の産出する層準に関しては，　イ∫孔虫化石群の特性

による対比論から支持できない。　PICicrodicty；e？n　decheitianui｝t帯に相当する　Endosta．

ffella　delicata　a“tではPalaeotextularidsとしてはPalaeotextzelariaが主体をなすのに反し

て，鬼丸層ではPalaeotextttlariaとClimacamminaカsそれぞれ約半数をしめ，　RErrLINGER

（1958）によるLowe匹Middle　Visean型のEndothyrids（E7ido〃tツra　siMiliS，　E．　omψlialota

saMariCa　etc．）は前者では普通にみとめられ後者ではまったく槻察されない。したがって，

Plet‘rodictyt‘，㌶decheniai；tt，11帯（＝Endosta∬fella　delicata幾1｝）は鬼丸ky｝よりもやや古いも

のとみなしうる。

4．柿迫層の右孔虫化布群

　柿迫層は虫として鬼丸型珊瑚化石の産出により，Upper　Viseanに対比された地屈である

（勘米良・1952）・　イ∫孔虫類として勘米良が報告したM“lere〃a／aPo｝tica，　M．、gigalttea，

Sacca㈱，n　

inoρsis　ft‘sulinaformisにくわえて，筆者はEndostaffella，　Mediocris，巻軸の比較

的長いEostaffella　ileensis，　Chomataに特徴のあるE．　cf．　paraprotovaeなどのあることを

知った。そのほかGlobivalvuli｝；aがきわめてわずかながら観察されるが，これは本層を

Upper　Viseanとする対比論には問題がない。この化石群は鬼丸層のそれに類似するが，巻

軸の長いEos∫ψ〃aの多いことは鬼丸層の比較的上部の特徴に近いものである。上記の産

出種のほかに次のようなイi孔虫類が検出される。

　Palaeotextttlaria　spりEπ405’ψ〃a　sp・，　Endothyra　sp．　of　E．　bradyi　group，　E．　sp．，　Tetra－

　taκis　sp・，　Cliinacaininina　aff・antiqtta（BRADY），　Tttberitina　sp．　of　T．　milzima　group，

Hemidisctts　？　sp・，　Mikhail・ve〃αPsp・H・・vchiizia　．P　sp．，・Pset‘d・end・thyra　sp．，　E・staffe〃。

　sp・

C．　国際的対比について

1．ソビエト地域との比較

　下部石炭系の有孔虫類に関するかぎり，その化石群の特性はソビエトのヨー一’一ロッパ地方を

g）ぞいて十分に研究が進んでいるとは言えない。　もっとも資料の多いソビエト（TOOMEY，

1959，1963）においても，そのアジア地方の化石群の特徴は地域ごとにそれぞれ独特のもの

であって，ヨーロッパ地方との対比はその細部にわたっては困難であるとされている（RAU－

SER 倖REI肌INGER，1957）。　しかし共通種も相当数あり，生存期間と化石群としての特性の

研究が，生物地理区に関連してもひじょうに重要であることを示している。
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　阿哲・秋吉の最下部化石帯Endothyra　sp．　A帯の帯化石が，束部ユーゴのAleksina・

Mikhailova層準（Visean中部）から報告されたEndotkyra　cara　Sa肌YKovAに酷似する

ものであることは前にのべた。

　この上位のEndostaffella　delicata　・ll｝を特徴づける属種には，下に示すようにVisean，と

くにその中期に産出するものが圧倒的に多い。

　ChernJshfnella　，＿＿．＿．＿＿＿．＿＿．＿．．＿＿．＿＿．Aleksina　to　Weneva

　Eπ40’妙α∂7σがMrKHArLov　＿＿＿＿＿＿．＿．Exceedingly　developed　in　the　Okan

　E．omphalota　samarica　RAusER＿＿＿．．＿＿．＿＿Aleksina　to　Weneva

　　E。pauciseptata　RAusER　＿．．＿＿………・・…・∴…・・Exceedingly　developed　in　the　Okan

　E．　Prlsca　RAUSER．……・…・…・…………・…・………Okan

　Endoth）ra　rotayi　LEBEDEvA＿．＿＿＿＿．＿．＿＿＿Aleksina　to　Mikhailova

　E．similis　RAusER＿．＿．．．一■＿．．，．．．＿．．．．，．，，＿，，．．．．．Aleksina　to　Mikhailova

　　Eπ40∬ψ〃αdelicata　RosovsKAyA　．．………・……Okan　to　Serpukhovan

　　Janishewskina．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．。．．，．．．・・・…　。・・・・・・・…　。…　Okan

　　Mikhailovella．，．，＿．．．．．．．．．．．．．．，．，．．．，．，．，．＿＿＿＿＿Exceedingly　developed　in　the　Okan

　　MedlocTfs　breviscula（GANELrNA）＿＿＿＿．＿＿．．＿Exceedingly　developed　in　the　Okan

　　Palaeotextularia　consobrina　LrPiNA．．．＿．．．＿＿＿＿UpPer　Okan

　Table　4に沿海州地方，　Table　5にEuropean　RussiaからKuznetz地方にわたる5地

域の上・下部石炭系の境界に関連する有孔虫類のおもなものを表示した。Table　5にしめす

ように，これら5地域のMikhailova層準はPseztdoendothyraの多産で特徴づけられ，・

Mediocris，mediocris，　EndothyranoPsis　comPγessα，　Endothyrα　similis，　E．　rotayi　etc．を含

む。その化石内容は，中国地方におけるEndostaffella　delicata　3，1｝ないしMediocris　medio一

cris帯の化石群と共通するものが少なくない。一方Kuznetz地方ではUpPer　Visean・

Lower　Namurianが欠如していてわからないが，その他の4地域のProtova層準（西欧に

おけるLower　Namurian）には，中国地方のMediocris　mediocris帯との間に下記のよう

な共通種がある。これらの多くは上位層準にまでのびることがなく，そのうえ化石群全体と

しても両者間の類似性にはかなり著しいものがある。

Archaediscus　sp．　of・A．・karreri・gr・2ゆ，　A．　sp．　of　A．　bashkiricus　group，　Eded・thyrα・m・

phalota　RAusER，　E．　sp．　of　E．　bradyi　group，　Endothツranopsis　sp・of　E・crasstts　group，

　Mediocris　mediocris　VlssARioNovA，　M．　breviscula（GANELrNA），　Pa　laeotextularia　conso・

bγina　LIPINA，　Pseztdoeηdothyγa　ex　gr．　spiroides　group

　さらにLower　Bashkirianの化石群をみると，　Gtobivalvulinaや比較的長軸のEo∫’げ

ella，大型のBradyinaなどが特徴となっている。この特性は北上山地の長岩層下部，およ

び中国地方のEos∫励〃a・sp．　A・Mi〃θerella　sp．　A帯上部のものとよく似ている。

　沿海州，Awakumowk地方でVisean中～上部に対比されているEostaffella・Millerella・

Endothyra　ex　gr．　globuluS　1）帯が，　Table　4にしめすように秋吉のMediocris　mediocris帯

上部ないしEostaffella　ikensis　ill1；ilSの化石群によく似た種構成をもつことは注目すべきであ

1）この帯の特徴種とされているMillerella　shamerdiniおよびEndoth）ra　gtobulUSは，　ROSOVSKAYA

（1963）によればそれぞれEπ405’σ漁〃αおよびGlebeendoth）ra属である。

■
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TA肌E　5． STRATIGRAPHIcAL　DlsTRrBuTloN　oF　THE　IMPoRTANT　SPEcrEs　FRoM　THE　OKAN　To

　　　　　　　　　　　THE　LowER　BASHKIRrAN　IN　USSR．

P58μ408π40吻アa　s〃uvii（M6LLER）

P．moelleri（OZAWA）

Eostatiella　ik‘箆3重3　VISSARIONOVA

E．Pris‘a・RAVSER

E・mosguensis　VISSARTONOVA

E．PavaPro’ovae・RAUSER

Medie〃’3海ρゴf副5（VISSAR10NOVA）

M．うア朗5‘ula　GAN肌INA

M．　evalis　VrSSARrONOVA

Millerella　tantilae　SCHLYKOVA

Pscudost勾r¢lla　antigua（DUTK．》

P．Parac。ntPressa　SA“FON　ov　A

P。varsanoPterae　SAFFONOVA

P．Praegorsk“　RAusER

E．omPhato’a　RAUSER

E．o”ψ加’o’α∫α加α肋RAUSER

E．5imilis　RAUSER＆REITLTNGER．

E．卿‘’sePta’αRAUSER

E．Pアis‘a・RAUSER＆REITLINOER．

E．∂radyi　MrKHArLov

E．’omili‘n∫i∫LEVEDEVA

E．rota；））i　LEVEDEVA

EndethコranoPsis　crassus（BRADY）

E．ψ加〃f‘4（RAUSER＆REITLINOER）

E．‘・ηψア8∬α（RAUSER＆REITL！NOER）

Cr伽05μr召ρ副〃i　M6LLER

Braの，ina‘ribrostema’αR・＆R。

B．sp．

Sa〃larina　sp．

Eπ405’ψ〃a　Parva（M6LLER）

Okan

Mikhailova

WKU
K
WU
WPU
u

WKU
W
K
W

Wcneva

WU

WPU
WU

UW
W

W

Serpukhovan

Tarusa
Stesheva

W

W
W
W
W
W

u
W
WPKU
W
WPU
WU
K
K
WKU
WU
WK
WPU

　

U
U

P
R

WU

WP
W
W
WU

WU
WPU

u
PU
R

　　　　　　　　　　　　　じ
Palaeotextula磁loπgi58μ磁bPエNA．

P．con∫obrina 　LIPINA

P．g伽∬α煽漁αエIPINA

Climaeammina　Pris‘αLIPTNA

Arch〃dis‘us∂as乃k’7’‘us　KR．＆T．

ノ重． moelleri 　RAUSER．

∠4．katreri　BRADY

／1．fπ‘‘吻」GRoz．＆LEVED．

A．spirilino伽RAUSER

濯．”fπ〃arius　ScHLYKOVA

WPU
u
u

　

U
　

W
U

U

P
W
W
W

WPU
u
u
PU
　

U
U
W
　
U

W

P
U
WW

R
W

WRU

W
WPR

u

P
RWP
PU
P

WRU

PU

Protova

W

W
P

　W
W

W

WRU

W
WPR

WRU
WP
P

WP
PRU
PR

WU

PRU

Lower

Bashkirian

W

PW

PU

PWU
PW
P

PW

W

UPW

PWU
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A．Ps‘udom。ell‘rei・RAUSER W W
ノ1。μ3’π’雛GROZD．＆Lzv髭D・ W W
A。timanic紹S　REITUNGER R PWR
　　　　　　　　，
∠1．ρo∫’躍805μ∫REITロNOE聡 R PR
ノ1，boreati3　REITLINGER PW
∠4．∫π∂くメfπ4／f‘雛BRAHZMKOVA P

Tε8躍taxis・a鑓9鋸58αV1SSARIQNQV八 u WP
Fσr5‘轟1αη馨銚轟認oぴiDA！N WPU W
For点¢麗αgl9απMαDURKINム P
Lituot”belta　gtOinospiroides　RAUSER PWU u
α。励α1むμliπαsp・ 　　　　噺u PWU PWU PW
W．＝Kolva。ViShcrsk　Area，　Ccntral　European　Russia（GRozD：LovA　and　LEvEDEvA，1954）

P．＝Ccntra監Pctchola　Rcgion（DuRK：NA，1959）

K．＝Kuznctz　Basin（L凪vEDEvA，1954）

R．＝Russian　Piadbrm（RE：TLINoER，1957）

U．＝Ccntral　Ural　District（MALAK塞：ovA，1960）

る。また，Bashkirian下部から上部へかけてのOzazuai2te〃a　ex　gr．αz‘め瀞Pε8z4605’励〃a

ex　gr．　alltiqtta帯の有孔虫群は，　Profzes　tt　line〃a　aff．　Prii｝titivaをのぞけば北上山地長岩層

下部および中国地方のPsetedostaffella　qntiqita帯のそれに類似する。

　一方ソビエトのTournaisianの著しい特徴であるQztasiendotliyra，　Tournayellidaeを

含む化石群は，中国地方では未だみとめていない。しかしこのことは，北米およびソビエト

ゐKuznetz地方でも同様であり，両地域のTournaisianではEitdotliyra　latispiralisに類

似する種の産出が特徴となっている。またソビエトのBashkirian下部においてEostaffe〃a

帯およびProfttsuline〃aをともなわないPsettdostaffe〃a帯が識別されていることは（Sos・

NINA，1960；RErrLrrgGER，1961），本邦の上部石炭系最下部相当屑の対比にはみおとすことの

できないものであり，中国地方の化石帯区分と一致するものである。RErrLINGER（1957）が

指摘したNamurian下部（A＝Protova）の化石群はViseanのものに，中・上部の化石群は

Bashkirianのものに類似するということは，中国地方のMediocris帯とEostaffe〃a・Mil・

lere〃α帯のそれぞれにあてはまるようである。

　以上のべたことがらにもとづき，ソビエトの三EとしてRussian　Platform地方（RErrL・

INGER，1957）および沿海州地方（SosNINA，1960）と，中国地方の石炭系を試案として対比し

てTable　2に示した。

2．北米地域との比較

　北米地域から記載された小型イ∫孔虫の多くは，摘出されたものによるものが大半で，薄片

によるものとしてはMissi6sippian　Eridothyrids’の研究だけが｛洋しくすすめられている。

RAusER・CHERNoussovA＆REITLm（並R（1957）がのべたように，　Visean　Endothyridsは

Eiidothyra　bradyi，　E．　similis，　E．　Priscaの各群1ζ属する型のものであるζと，さ．らにKuz・

netz地方から知られているEitdotltyra　rotaYiの類似種が多いことは注目される。これは中

国地方におけるEndostaffe〃a　delicata’II；；のEndothyridsにも共通する特徴である。　L
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　北米の下部石炭紀におけるEnd◎thyrids，l　E◎staffe1lidsの層序的変化の様相には，ひじ

．ように興味深いものがある。Meramecianでは大型稗〉の発達がみられ，これはOsagian

から平旋回軸をもつものがみとめられていないことと共に進化のうえで注臼されるものであ

り，Osagian　Endothyridsの大半がUnevenly　infiated　and　lumpy　chamberの特徴をも

ち，’小型種2）からなることと対照的である。ChesterianではOsagianの種に類似するもの

と，Meramecianの種に類似するものの両型が共存し，一般に平旋回型の属種が特徴とな

っている。

　上にのべたような傾向は，中国地方でもその順序がほとんどそのままみとめられる。すな

わち，下位からEndOstaffelia　delicata帯の小型種優勢の化石群と　MeaiOCγis　mediocris

帯の大型種優勢の化石群との対立，さらに・1吻4foo漉帯上部におけるMediocyis，　Eostaffella，

Pseu4eendetkyra優勢の化石群の発展，・これらのことは北米と調和的である。

　Kinderho◎kian，　Osagianを特徴づけているTeurnaye！lidaeのものに類似するEtc4e・

thyva’　granulesaのような筋芽的隔壁をもつ種や，顕著な二次堆積物（Hamulus，　TumRlus）

のあるEndothyra　tZtmκta群1こ類似する種は，中国地方ではほとんど観察されない。また

上述したような化石群の変化の順序の類似性に対して，共通種がひじょうに少ないことは注

目される．しかし共通ないし酷似種のほとんどすべてがOsagian・Mera卑ecianから産出し

ていることも見落すことができない。すなわちEostaffella　spiroides，　E．　syMMetricaは

CordiUeran地域のMeramecianの帯化石であり，　Endothyra　plectulaは同地域のOsagian

から産出しているg　またEndothyra　longiseptataはCentral　Utah地域のEndotkYra

tasmxla亜帯（Osagian）1ζ限って産出するE．　bullataに酷似し，　E．　masanaeの特徴は同じ

地方のMeramecian，　PiRe　CaRy◎R石灰岩から灌出する・E・　sp．（Wo◎耶麟D，・1958，　PL　103・

fig．　1＞のそれにほぼ一致している。

3．西欧・英国の資料について

　BRADSe’（1876），　LrEBus（1932）等の記載1こ加えて，　CuMMINGs（1955a，　b，　c）の研究がある

が，対比論に言及するにはあまりにも断面的資料にすぎない。　しかし前述したソビエト地

域の化石群に比較して，多くの属種に共通種がみとめられ，対比が可能である。英国にお

ける石炭紀の小型有孔虫類に関してもっとも注自されるのは，Pala60toxtularidaeにみと

められるBioseriesとそめ進化の様相の層位学的価値であろう（CUMMxgCts，　1958）。すなわ

ちTouMaisian上部からVisean上部にいたる岩相に関係しない大きさの漸増，筒状のも

のの漸増，Apeftureの複雑化，さらにChamb6rの配列型の変化などである。このよう

1なPalaeotextuiaridae　lこみとめられる層序的変化の特性は，秋吉におけるEn　dostaffelld

delicbta帯・1脆伽67癖ηθ4伽廊帯にぽとんどそのまま観察される。

　筆者は英国の資料（九州大学勘米良亀令博士の好意によって，広島大学地質学鉱物学教室

に寄贈されたもの）について直接検討する機会をえたので以下その詳細を記述する。

　D1帯のLith’ostrotion　Paieciradiale（M℃OY）を産する微粒石灰泥薦質の枠構造の顕著な石

盤）E油吻躍癬8ξ露（W（》o韮》ゐA醤三》），E．　tantaJa（Z冠Lも冠飛〉，且spp。（SKIp，19翻，£勝236　K＆L＞，左∂認ψ〃召

　ゐ傭蜘（Woo批A讐9＞，　E　gSaん綴蝦Z£乙LER），且鷹ζ擢（Z泓嬢武）

2）　Endot妙ra　gran〃osa（ZELLER），　E・4f∫‘σzELL£R，　E．　spP．（sKIP，1961，69．236　q－u）
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灰岩（Loc・＝　Mumells　Head，　Gower，　South　Wales）には次の有孔虫類が観察される。

　Pseudoendothyra　aff．　densa　RosovsKAYA，　A　rchaedisctes〃z　Olteri　RAusER，　Eπ405如卿〃a

　paγva（M6LLER），　E．　asYIII〃letrica　RosovsKAYA，　EMdothyra　aff．　oMψhalOta　RAusER＆

　RErrLINGER，　Eostaffe〃a　fnosqttensis　VlssARIoNovA，　PalaeotextUtaria　sp．

　同じD1帯で腕足類の多産する石灰岩（Loc．＝Winnats，　Castleton，　Derbishire）からは

E，z40s’励〃a　aff．　parva（M6LLER），　Tttberitina・minima　SuLEIMANovがみとめられる。ま

た，D2帯の1）iPhyPhy〃um　lateseptatecm　M℃OYを産する微粒石灰泥基質の石灰岩（Loc．＝

Hilton　Lead　Mine，　Soredale　Beck，　Hilton，　Westmorland，　North　England）からは下記

のものが検出される。

　Arch　aediscus　sp．　of　A．　learreri　group，　E？zdothyra　aff．　oi｝zphalOta　RAusER，　Eostaffe〃a

cf．　？nosqztensis　VxssARioNovA，　Endostaffella　P　sp．　etc．

　これらD1，　D2帯の石灰岩にみとめられた種構成は，鬼丸層のそれに近似する。

　S2帯最上部とされる，　Rylstonia　benesompacta　HUDSONを含みウニ，その他の細殻片の

多いStylolite組織の顕著な微粒石灰泥基質の石灰岩（Loc．＝Mill　Gate　Laite，　South　of

Hetton，　Rylstone，　Yorkshire）からは，　Endostaffe〃a　sp．，　E．　P　sp．，　Glomospira　sp．　of　G．

regtelaris　group，　Tuberitiiza　Mi21iMa　SuLEIMANov，　Brabiisia？sp．，　Eostaffeila？もp．，　Tetra－

taxis　sp．が観察され，その種構成が中国地方のEndostaffeua　delicata；liFのイf孔虫群に近い

ものであることは注目される。

　一方鬼丸層に由来するとしか考えられないSacca〃n｝n　i｝zopsis石灰岩には下肥の化石群が認

められ（P1・1），これはDr・CuMMINGs（私信）によると英国D1帯のSacca〃n〃ninoρsisを含む

化石群と非常によく似ているという。中国地方におけるMediocris　inediOcris帯の対比にか

んして興味あるものである。

　Sacca2n　m　inoPsis　fzeszelinaforinis　M℃oY，　Endot；zツranopsis　sp．，　En　dothンra　sp．　of　E．

　brad夕i　group，　Mediocris　sp・，　Haplopli　rag〃ne〃αP　sp．，　A　7n〃nodisctes　sp。，　A　rch　aediscus

sp・・Tztberitina　sp・of　T・111iltiMa　group，　Pa！aeotexttclaγia　sp．，　Dγaffaηia　sp．

　上述してきたように，下部石炭系における小型有孔虫類のうちでもTournayellidae，

Endothyridaeの層序学的意義はひじょうに大きいが，西欧・ソビエトではさらにArchae．

discidae，　Lasciodiscidae，　Forscinae，　Palaeotextularidaeなどを含めて，それらを中心と

する有孔虫群の変遷が皿視されている。RAusER・CHERNOUSSOVA＆REITLu｛GER（1957）はそ

うした有孔虫動物群の特徴とその層位的変遷の総括によって，Viseanにおける有孔虫動

物地理区としてヨーロッパ区とアメリカ区の区別を推測し，その漸移帯としてKuznetz地

方をあげた。また石炭紀全体において，前・中・後期のおのおののイ∫孔虫群の特徴を区別

した。

　すでにのべたように，　Tournayellidaeを霊とするTournaisian型の化石群は米国・

本邦からは報告されていない1）。　中国地方のMediocris　mediocris帯以下の化石群は，

Endothyrα　Prisca，　E．　similis群を主とするEndothyridae，　Cliinaca2n2ninaのほとんどみ

1）本邦のTournaisianの標式地とされる南部北上山地の調査資料でも，保存不良で同定不能のもの

　しかみとめていない。
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とめられないPalaeotextularidae，局部的に集中する傾向はあるが他の層準に比較して多量

に産するArchaediscidaeなどで特徴づけられ，明らかにVisean型のものである。一方，

Eostaffella　sp．　A・Millerellα　sp．　A帯の化石群は，　Globivalvulinaの多産，　Glomespiγaの

ような管状の体殻の有孔虫類の顕著な発達，そして初期の紡錘虫類の発展で特徴づけられ，

ソビエトにおける石炭紀中期のものの特性と一致する。

IV　本邦の上・下部石炭系の境界について

　前章までに，中国地方における代表的石灰岩台地である阿哲台・帝釈台・秋吉台の各石

灰岩層群のPre・Moscovian相当層について，有孔虫化石群にもとつく分帯と対比をおこな

い，上位から順に次の6化石帯が識別できることをのべた。

6．　Pγofmst‘linella彦oγiyamai・P．わePPensis徽｝

5．Psettdostαffella　antiquα　vat

4．Eostdffellα　sp．　A・Millerella　sp．　A帯

　3．Mediocris　sp．　A。M．　mediocris帯

2．Endostaffella　delicata　S・“”t

　1．Endothyra　sp．　A帯

　このうち最下部の化石帯がLower　Viseanに相当する可能性があることはすでに記述し

たとおりであるが，上記の層序的系列の中で，下部石炭系と上部石炭系の境界がどこに求め

られるべきかは重要な問題である。

　本邦の上・下部石炭系の境界については，湊（1960，1961）がいろいろの化石群の変遷だ

けでなく，火山活動・地殻変動・古地理論の各面から詳述した。そして長岩統下部の寒倉階

の基底に上・下部石炭系の境界がひかれるとし，長岩統と下位の鬼丸統との間の層序間隙を

あらわすLower　Namurian相当層として，飛騨山地一の谷層群のNeokoninckophyllum

帯をあてがった。

　秋吉地域では，石灰岩層群最下部を代表するNagatePhy〃um　satoi　1、i｝がはじめViseanと

されたが後に上部石炭系に属せしめられた。その後，湊・加藤（1961）によってPleuro・

dictyttm　decheniame〃zをふくむ化石群が報告され，これはLowest　Namurianを示すもの

とされた。加藤他（1964）によればNagatoPhy〃u〃z　satoi　tll｝は寒倉階に対比され，その下

位にもうけられたPlettrodictyum　decheniantem帯については明示していないが，鬼丸・長

岩両統間の間隙を代表するものとみられているようである。

　中国地方におけるPre・Moscovian相当層の有孔虫化石群の変遷では，下位のEndo・

thyrid・Palaeotextularid化石群集と，上位のPrimitive　fusulinid・Climacamminid化石

群集の間に著しい変化がみとめられ，　この両群集の境界は秋吉ではあきらかにMillerella

sp．　A帯の下限にある。　Mediocris　mediocris　tllF，ことにその上部の化石群は，　Climacam・

minidsが産出しはじめることおよびMediocris，　EostaffeUaなどの初期の紡錘虫類が比較的

多くなることからみて，上記の上・下両化石群集の中問的性格をもっているが，この化石帯

は秋吉・帝釈の＿部では欠如しており，両地域のMilierella帯の基底には不整合の存在す

る可能性がきわめて大きい。
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　ソビエト地域との有孔虫化石群の比較についてはすでに詳述したが，そのNamurian（西

欧のLqwer　Namurian）を代表するヨーロッパ地域のソビエトのProtova層準の化石群

が，中国地方の　Mediocris　inediocris），1｝の上部のそれに類似し，　Lower　Bashkirianの

Krasnopalyana層準の化石群がM“lere〃a　sp．　A帯上部のものと似ていることはとくに注

目すべきである。

　一方，鬼丸層から産出する有孔虫化石群は，英国のUpPer　Visean（D1，　D2）のものに類似

しており，またソビエトのUpPer　Visean，　Tarussa・Stesheva層il些のものとも共通種ない

し近似種をもっている。これらと中国地方のPre・Moscovian層の化石群との類似性はあま

り顕著でないにしても，Mediocris　mediocris・11｝の重要な種について共通種が相当数あるこ

とは前にのべた。また北上山地の長岩層†部の化石群が，中国地方のPset‘403’励11αalzti・

σμα帯のもの，あるいはソビエトのBashkirianのものによく似ていることものべてきた。

　以上のことを綜合すると，中国地方における上部石炭系と下部石炭系の境界は，Eostaf－

fe〃a　sp．　A・Mi〃θ名o〃αsp．　A帯の基底に求めるのがもっとも妥当であり，長岩層はBash・

kirian，鬼丸層はUpPer　Viseanに対比されて，その間にNamurian（＝Protova層準相

当層）を欠き，その欠如する部分が中国地方ではMediocris，mediocris　”11｝の上部（Eostaffe”a

sp．　A・Millere〃a　sp．　A帯の下部もか？）で代表されていると考えられる。

　加藤他　（1964）の対比表に示された化石帯と筆者の秋吉の化石帯とを比較すると，Pro・

ノ’usu　li7zella．bePPCitsis帯については問題がなく，　Psα‘403’励」1αkamimai帯がPseZt　do・

staffe〃a　antiqUa帯に相当することもほぼ間違いない。しかしLowest　Namurianとされ

たPlez‘rodictyt‘m　decheniantt，12帯は，筆者のEitdostaffella　dclicata；11Fの下部（AK－8，

AK－9）に位置していることは，その産地からしてまちがいない。また，柳田・太田（1964）

によってUpPer　Tournaisian・Lower　ViseanとされたSyringotl；yris・ZapJi｝・entoides化石

群の産出も筆者のEiidostaffella　delicata；l　l｝下部からであり，これはイ∫邪虫化石Q立場か

らすると10wer　Middle　Viseanとするのが妥当である。

　中国地方の石灰姫台地を構成する石灰岩層群の時代がVisean初期までさかのぼることは，

同地方の古生界一非変成相，変成相をふくめて一の層序論，火山活動史，構造発達史にかん

してきわめてiE要なことがらである。また，この石灰岩層群のなかに，本邦のVisean・

Bashkirianの標式地である北上山地の鬼丸・長岩両層の闘に欠けている部分がみとめられ，

それが豊富な化石群をもつことは特記されるべきである。筆者はこの部分一Mediocris　21ze・

diocris帯の上部亜眉｝に対して，それがもっともよく発逮する秋古台南來縁の大久保付近を

模式地として，大久保階（Ohkuboan）を新らたに提唱したい。
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ExPLANATIoN　oF　PLATE　I

‘‘＆zccamm加oPs∫s」ゑu三｝a，，　from毒h¢0捻三㎜r牲fヒ）雛捻a象沁a，　K三捻k爲獄三Mass董菰

Fig？L　Sa‘camminopsis　fusttlinafer繍（M℃oY）．　Vertical　seα三◎R（a負er　S◎L瓢As，呈921＞．　Apeぎ雛re

　　　　　　　　is　a　little　observable．×10

Fig．2．　Saccamn；inopsisノ’usu｛inaformis（M℃oY），　showing　the　fusi　form　whlch　is　ascribed　to　the

　　　　　　　　apertural　pr（）j　ection　of　both　ends．×12

Flgs．3　and　4．．Sa‘caMMitwPSi．Sノ’usUtinaformis（M℃oY），　showing　the　typicai　specimcns　inγertical

　　　　　　　　secξ呈o籍．　×　12

Figs・5鋤d　6・Sa‘cam卿ψ5fψ5蜘ψ纏s（M’CoY＞，　sh・蜘9・tw・重yp¢§9f　aperture．×25，×12

Fig．7。

Fig．8．

Fi9．9．

Fig．10．

F圭9．1嚢．

F量9．！2．

F董9し玉3，

Fig．14．

Fig．15．

Fig．16．

F蓋9．17．

Fig．1＆

Hex．ψhs〃ia　sp．　Transverse　section．×30

Eπ40’迄アプanopsis　sp．　Horizontal　axial　section．×50

Eπ40∫妙αex　gr．∂ア⑳l　MIKHAILov．　Horizontal　axial　sectionボ×60

Mediocris？　sp．×5◎

盈ψψゐragmelSa　？　sp．　’Ob蓋蓋que　section．×δO

Amn；ediscus§P・Ax圭a1　sec芝io轟．×50

Ast〃oarchaedis‘us・sp．　Tぎa熟sverse説a聖seα三◎総．×50

Arcitaedis‘us　sp．　Transverse　axial　sect1on．×50

Neo’uberitina　sp．　Vertical　axial　section．×50

Tetr．ataxis　ex　gr．　MiniMa　L肥and　C甑N．　Vertical　axial　section．×50

Palaeetextttiaria　sp．　ei・・！・Q！section．×20

∠）r嚇伽ξ窪a鉱5ileba　CumaisNGS．　Vertica1　sect蓋on．×5◎

9
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